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つくば市議会だより

議会をもっと知りたくなる報紙

ϚνΠϩ

つくば市議会だよりが
スマートϑΥンでಡめます

˞議һ͓よͼ৬令和̒年ୈ̍ճఆ例会݄̕ఆ例会議時点のものです。
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12 月�̑日（）։ձɾਖ਼෭ٞબڍͳͲ
��������６日（ۚ）ٞҊ্ఔ
　　�13 日（ۚ）Ұൠ࣭
　　�1� 日（月）Ұൠ࣭
　　�1� 日（Ր）Ұൠ࣭ɾ૯ׅ࣭ٙ
　　�18 日（ਫ）༧ࢉܾࢉҕһձ（૯จڭɾࢱอ݈）
　　　　　　　　૯จڭҕһձɾࢱอ݈ҕһձ
　　�1� 日（）༧ࢉܾࢉҕһձ（ࢢຽࡁܦɾݐࢢઃ）
ઃҕһձݐࢢҕһձɾࡁܦຽࢢ　　　　　　　　
　　�24 日（Ր）༧ࢉܾࢉҕһձ
　　�2� 日（）౼ɾܾ࠾ɾࢄձ�����������������������������　　��
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議ʹେܕσΟεϓϨΠをઃஔ͠·ͨ͠！
　議内લ後̎Χ所にେ型デΟスプϨイ（��� インν）をઃஔしました。
　今ճઃஔされたデΟスプϨイ、ຊ会議で࣭問や࣭ٙをߦう議һの༷子を聴者に分かりやすく
දࣔするものです。また、Ұൠ࣭問なͲで議һが用するࢿྉをデΟスプϨイにӨしたり、ి子
Ռをөしग़したりするなͲ、議事の内容をリアルタイϜでදࣔすることにより分かりやすいܾ݁࠾
ຊ会議の運営を図ります。

⾣�۠ަྲྀηϯ
　�λʔػ֦ॆ
ۀࣄ�　

ಈΞγిऀྸߴ�⾣
　�ετࣗసंߪ
　�ೖඅิॿۀࣄ

⾣�෦׆ಈҬҠߦ
�ۀࣄ�　

　議会のνェοクػをڧ化することをతとして、
৹ࠪに͓いて֤分科会で৹ࠪし、બఆ事業に対しࢉܾ
てఏݴしました。

ఏݴ༰ٞࢢձ)1

બ�ఆ
�ۀ�ࣄ

૯จڭՊձ ࢱอ݈Պձ

Պձࡁܦຽࢢ ݐࢢઃՊձ

⾣�ಓ࿏ɾ֗࿏Տ
　�උۀࣄ
⾣�ಓ࿏ɾ֗࿏ҡ࣋
ۀࣄ�　

ྩ̒ୈ̍ճఆྫ会ɹ会ظఔ

ྩ݄̒̐ ��からྩ̒ ��݄ ��

̕月ఆྫձٞϋΠϥΠτ

12 月ఆྫձٞ։࠵༧ఆ
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ʢ࣭ʣ ެઃެӦࣇಐΫϥϒʹ͍ͭͯɺᶃֶۀٳߍ日ͷ։ॴࠁ࣌Λޕ
લ Ͱͱ͢Δඞ·࣌̓ޙޕΛҰࠁ࣌ΑΓૣΊΔඞཁੑɺᶄดॴ࣌8
ཁੑʹ͍ͭͯͷࢢͷݟղΛ͏ɻ

ʢหʣ ᶃެ営児童クϥϒの学校ٳ業に͓ける։所時ࠁについて
、ຽ営児童クϥϒのߦうૣே保育なͲのಠ自サーϏスをެ営児童ク
ϥϒがಉ༷に実ࢪすることで、ຽ営児童クϥϒの経営にӨڹを༩えて
しまうݒ೦があること、์՝後児童支援һの֬保がࠔであることか
ら、これまで։所時ࠁをૣめる対Ԡしていなかった。Ұํで、Ұఆ
の保ޢ者χーζがあることをೝࣝしているため、։所時ࠁをޕલ̔時
よりૣめることのݕ౼をߦう。ᶄެ営児童クϥϒのด所時ࠁについて
、地域の実に߹わͤてޕ後̒時 �� 分とޕ後̓時の̎௨りで運営
している。Ұఆの保ޢ者χーζがあることをೝࣝしているため、今後、
ด所時ࠁをޕ後̓時にすることのݕ౼をߦう。

ʢ࣭ʣ ۩ମతͳݕ౼εέδϡʔϧʹ͍ͭͯ͏ɻ
ʢหʣ　։所時ࠁをޕલ̔時よりૣめること͓よͼด所時ࠁをޕ後̓
時にすることについて、制度ઃܭやਓһ֬保ํ策なͲのݕ౼をߦい、
実ࢪすることをલఏにདྷ年度までにৄࡉをܾఆしていく。

　この΄か、ެཱ保育所の児童ൈけग़しࢭ対策・紙͓むつのサϒスク、
市営ެԂに͓けるෳ߹༡۩・όスケοトΰールのઃஔ、༮児̎ਓಉ
用自సंߪೖ費補助事業なͲについて࣭問した。


ㆌ㇀㇉
ଜɹम

㆗㇅ㆄ㆘
णɹ議һ

ެӦࣇಐΫϥϒでֶۀٳߍͷૣே։ॴを！
ʢ࣭ʣ ౦ژӺԆ৳Λ८ͬͯɺࠃަ௨লͷަ௨ࡦ৹ٞձ͕
201� 年ʹࠃʹਃ͍ͯ͠Δɻᶃं྆ͷ̔྆ฤԽʹ͍ͭͯਐḿঢ়
͍ͯͭʹಉໍձΛઃཱ͢Δ͜ͱظ͚ͨʹݱӺԆ৳ͷ࣮ژɺᶄ౦گ
ɻ͏

ʢหʣɹᶃं྆ฤ成 � ྆化にけたϗーϜのԆ৳工事の進ḿঢ়گにつ
いて、टݍ新市మ道ࣜג会ࣾから、ळ༿ݪを͡め地下の 7
Ӻでྃして͓り、今後のԆ৳工事 2��� 年લでྃするとっ
ている。ᶄつくばΤクスプϨスの౦ژӺԆ৳の実ݱにけたظ成ಉໍ
会のઃཱについて、৺部・ྟւ地域地下మߏとつくばΤクスプ
Ϩスの౦ژӺԆ৳とのҰ体整උを図るため、つくばΤクスプϨスのԊ
ઢ自治体のटが߹ҙしたものである。ಉໍ会のߏ成һԊઢ自治体
のटにՃえ、市議会議、ݝ議会議һなͲをఆして͓り、ઃཱ
年内を༧ఆしている。

ʢཁʣɹ৺෦ɾྟւҬԼమߏͷܭۀࣄը
Ҋ͕ެද͞ΕΔͳͲɺۀࣄԽͷਪਐ͕ਐΉ中ɺ౦
ཁすΔɻ͘ڧ͚ͯʹݱӺԆ৳ʹ͍ͭͯɺ࣮ژ
·ͨɺͭ͘ΤΫεϓϨεͷࠞࡶは૿Ճʹ
͋りɺं྆ͷ̔྆編Խۀࣄͷૣݱ࣮ظをཁすΔɻ

　この΄か、保育࢜のஔ基४、高ڮࢁۙの道࿏改ྑ工事について
࣭問した。


ㆉ ㇏ ㆎ ㆼ
อɹօٱ

ㆿㆪㆿ
࣮ɹ議һ

ʢͭ͘νΣϯδνϟϨϯδʣ

ͭ͘ΤΫεϓϨε౦ژӺԆ৳ʹ͍ͭͯ

ʢ࣭ʣɹಓͷӺʹؔすΔௐࠪݕ౼ঢ়͏͍ͯͭʹگɻ
ʢหʣ 道のӺのݕ౼ঢ়گについて、ࡢ年度、経済部֤՝のएख৬
һによる道のӺษڧ会をઃஔし、他自治体の道のӺのࢹやώアリン
άなͲをߦい、道のӺにඞ要なػ、用地面ੵ、事業ํࣜなͲをݕ౼
してきた。ݱ時点で、ி内のݕ౼νーϜで４Χ所をީ補地とし、今
後ݕ౼をਂめていくこととしている。これらを౿まえ、令和̒年度、
ཱ地、ࣅྨ、ݍళฮ、ध要、経済ٴ効Ռの観点から、道のӺとし
てのϙςンシϟル調ࠪをߦっていく。こうした調ࠪ݁ՌなͲを基に、
道のӺ整උを推進していく。

ʢ࣭ʣɹબఆͨ̐͠Օॴͷީิʹ͍ͭͯ͏ɻ
ʢหʣ ީ補地について、あくまでݱ時点のҊとなるが、ࠃ道 �2�
߸όイύスԊいのా地۠、େ௨りԊいのদ地۠、（Ծশ）つく
ばスマートインターνェンジۙのౡ名地۠、ࠃ道̒߸όイύス地۠
のੁؒ地۠の４Χ所をҊとしてߟえている。これを基に、今後、議
をਂめていきたいとߟえている。

ʢཁʣɹํੜɾޫ؍ɾۀɾࡂͳͲଟػを༗すΔಓͷӺͷݕ
౼をཁすΔɻ

　この΄か、ࠃ道 �2� ߸όイύスの整උଅ進、地産地ফʮ'BSN　UP 
5BCMF　つくばʯ、空家όンク制度や空家活用補助金について࣭問した。

খ
㆓ ㆎ ㆼ
وอɹٱ

㆟ㆉ㆗
ɹ議һ࢙

ʢͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒʣ

ಓͷӺͷݕ౼ঢ়گʹ͍ͭͯ
ʢ࣭ʣɹٺϙϯϓͷߋ৽ʹͨΔࢪઃ改ྑඅ༧ྩ͕ࢉ �
から૿Ճ͍ͯ͠Δͷʹɺܾ૿ֹ͕ࢉՃ͍ͯ͠ͳ͍ͷはͳͥかɻ·ͨɺ
はԿかɻݯࡒઃ改ྑඅͷࢪ
ʢหʣ ֹࢉܾ、が૿Ճしているにもかかわらֹͣࢉઃ改ྑ費の༧ࢪ
がຖ年΄΅ಉֹであるओなཧ༝について、中ԝ水と܅ౡ水
のϙンプઃඋやిؾઃඋなͲのେنな更新工事について、ͦれͧれ
̎か年のܧ続事業として༧্ܭࢉしたもので、ۙ年の導体不によ
りిؾઃඋの࡞にؒظを要したことなͲから、܁ӽ事業となったた
めֹܾࢉにөされていないためである。ྃする年度に༧ࢉをࣥ
΄がֹࢉとֹܾࢉऴతに༧࠷、されることから্ܭにֹࢉܾ、しߦ
΅Ұகすることとなる。財ݯについて、水のϙンプ更新事業で
あり、ݿࠃ補助対֎の事業であることや、ا業࠴高制のため、
自ݾ財ݯをॆてている。

ʢཁʣɹ௨ৗ ��ߋ৽ͱ͞ΕΔਫಓ࿏͕ɺ��� ༻で͖Δͱࠃ
ަ௨ল͕͍ࣔͯ͠Δɻྉ্ۚ͛を͠ɺ͍ٸでࣄをਐΊΔඞཁは
ͳ͍ͱ͑ߟΔɻҰํɺ७རӹ �ԯԁͱͳりɺࢪઃ改ྑඅをࣗࡒݾ
࠴ۀاઃʹはࢪ͏は๛かで͋Δɻ後ੈͷ市ຽࡒで͑Δ΄Ͳݯ
ॆͯɺ্͛を͑Δ͖で͋Δɻ

　この΄か、生活保ޢにるැ助費のޡった支ٴڅͼ不దな事務に
よるݿࠃෛ୲金のաখٻ、市内ब者支援、地産地ফのଅ進͓よͼ
ถ不、څ৯費のແঈ化について࣭問した。

ʢຊ࢈ڞౘͭ͘市議ஂʣ

市ਫಓۀࣄͷࡒは๛か�্͛ͷඞཁはͳ͍

ʢࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒʣ

ࢁ
㇄ㆾㆪㆉ
中ɹਅ

ㆾ㇆ㆿ
ɹ議һٷ
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ʢ࣭ʣɹᶃͭ͘市҆৺ॅϦϑΥʔϜࢧԉิॿۚはɺ市ʹຊళͷ
͋Δۀࣄॴʹ ��ສԁҎ্ͷϦϑΥʔϜをґཔͨ͠߹ ��ͷ �を
ิॿすΔ੍で͋Δɻॅڥͷҡ࣋ͱ市ऀۀͷࣄを૿͠Ҭͷ
ॆ֦ࢉ͍ͬͯΔɻ༧͍をࢉԉ੍で͋りɺ༧ࢧすΔݙߩʹԽੑ׆
͕ඞཁͱ͑ߟΔ͕͍か͕かɻᶄೖ֨ࢿࡳͷͳ͍ۀࣄॴをࢧԉすΔখن
मཧɾमસܖرऀొ੍ͷ༧ఆՁ֨を ��ສԁから ���ສԁ
�Δ͕͍か͕かɻ͑ߟͷൃを֦େすΔこͱ͕ඞཁͱࣄͷڞެֹ͠૿ʹ
ʢหʣ ᶃつくば市҆৺ॅリϑΥーϜ支援補助金、新基४に
よりݐてられたॅを対に、市内にຊళをஔくݐઃ業者と �� ສԁ
Ҏ্のリϑΥーϜ工事をܖした߹、工事費用の ݶ্、ˋ�� �� ສ
ԁを補助するものである。令和３年度の �� ݅をআき、ຖ年度 ��� ݅分、
���� ສԁの༧ࢉを֬保してきた。補助݅の֦େについて、今後
のਃঢ়گや要なͲを౿まえݕ౼していく。ᶄখنमཧ・मસܖ
ر者登制度の༧ఆՁ֨を �� ສԁະຬにしているཧ༝について
、地ํ自治๏ߦࢪ令で、支ग़科がध用費、務費またඋߪೖ
費であるमཧ・मસ、取りସえなͲのਵҙ
��、ܖ ສԁをえることできない
とنఆされているためである。

͜ͷ΄͔ɺશࠃతʹ૿͍͑ͯΔೕ༮ࣇͷࢪઃɾࣇಐΫϥϒͰͷނࣄ
ʹର͢Δެཱͷׂɾࢢͷʹ͍ͭͯɺެӦॅͷೖ͠ࡍʹډอূ
ਓͷඞཁੑͳ͘ͳ͍ͬͯΔ͜ͱɺ҆ఆతͳॅ·͍Λอূ͢ΔͨΊͷ
Ոิॿ੍ͷઃʹ͍࣭ͭͯͨ͠ɻ

ʢຊ࢈ڞౘͭ͘市議ஂʣ

ɹ市中খɾྵۀاࡉͷࢧԉでҬੑ׆ࡁܦԽを
ʢ࣭ʣɹͭ͘市はਓ૿ޱՃ͕ଓ͍͖͕ͯͨɺࠓ後はਓ૿ޱͷঢ়گʹ
͍͍ͭͯͯ͘͠ࢹこͱɺࣗવಈଶʹ͍ͭͯはͭ͘市͍͠ݫঢ়
ΔこͱͳͲɺ͍ͭ͘かͷ՝͋Δɻͦこで͋ʹگ ��ͷ
ํੜͷऔりΈを౿·͑ɺࠓճऔり্͛ͨਓޱಈଶࢧۀԉɺ
एऀͷबࢧۀԉͱ͍͏ࢹؚΊͯɺࠓ後ͷͭ͘ͷ·ちͷੑ׆Խɺ
ͭ͘でらすこͱͷັྗՁをߴΊΔこͱʹ͍ͭͯ市ͷݟղを
ɻ͏
ʢหʣ つくば市でฏ成 27 年 �� ݄のつくば市まち・ͻと・しごと
創生૯߹ઓུ策ఆからࡏݱにࢸるまでさま͟まな取り組みをߦい、ਓ
ಈଶの変ಈやޱている。しかし、ਓ͛ܨ創業の૿ՃにنՃや新૿ޱ
ग़生率の低下、市内େ学生のब৬ঢ়گなͲ՝もଟい。ਓޱಈଶにつ
いて、自治体のできることにݶքをೝめてならないとߟえて͓り、
ࣾ会ಈଶに対するࢪ策が自治体としてできることだとߟえている。ग़
生率の低下ࠃ家తなトϨンυでありつくば市もಉ༷だが、これに߅
うことがつくば市の໋である。ͦのために、つくば市の魅力をアϐー
ルし、ब৬や創業者を૿やし、スϙーπやܳज़のڥをॆ実さͤる
ことにՃえ、つくば市のଘࡏҙٛである科学ٕज़で新しいઓをࣔす
でもνϟϨンジを続け、ຊやੈքにະࠔ。められているٻがޛ֮
དྷをࣔすことが、ਓ々がつくばでらす、子Ͳもを産むということに
がっていくと思っている。ͦのようなまちを指し、今後も全力でܨ
取り組んでいきたい。

　この΄か、ެ共ަ௨について࣭問した。

ۚ
ㆉㆭ㆓
ɹࢠ

ㆉ㆚ㆈ
༤ɹ議һ

ʢެ໌ౘͭ͘ʣ

ɹࠓ後ͷͭ͘市ͷํੜʹ͍ͭͯ

ʢ࣭ʣɹશࠃͷྩࢦఆ市ɾݝிॴࡏ市ɺਓޱ �� ສਓҎ্ͷ
���市ͷಛੑັྗを؍٬తʹੳ͠ϥϯΫ͚͍ͯ͠Δʮຊͷ
市ಛੑධՁʯͷྩ �ͷ݁Ռ͕ൃද͞Εɺͭ͘市はࡢ ��
Ґから̔ҐͱϥϯΫイϯをՌͨͨ͠ɻ্ҐをΊ͍ͯΔͷはྩࢦ
ఆ市ͱݝிॴࡏ市かりでɺҰൠ市ͷ中ではͭ͘市͕શ̍ࠃҐ
ͱͳͬͨɻًか͍݁͠Ռで͋Δ͕ɺこΕはेޒཛྷ市ͷ௨৴で͋
Δɻ͍ߴධՁを͍ͨこͱͷੳɺ͓よͼࠓ後ͷऔりΈを͏ɻ

ʢหʣ　ෳのઐ家がৄࡉな߲をఆྔత、ఆ性తにධՁしている
森記೦財ஂの市ಛ性ධՁで、つくば市が全ࠃで૯߹ � Ґ、Ұൠ市で
� ҐのධՁをडけたこと素に嬉しく思うが、ϥンΩンάの中の
分ੳもॏ要である。つくば市ϑϨΩシϒルϫークスタイル実ࢪ率で
高ධՁをಘて͓り、これ感染症Ҏ߱のまちにదԠできたධՁである
とߟえる。政治変化するࣾ会にਝに対Ԡし、࣍の時をݟӽした
められる。ͦのҙຯで、つくば市の取り組みがධٻ策をଧつことがࢪ
Ձされていることをडけࢭめている。Ұํで、จ化・ަྲྀ、ڥ、ަ
௨・アクηスなͲの߲でまだ高ධՁにࢸっていないためʮੈքの
あしたがݟえるまちʯを指し、さらなる取り組みがඞ要である。Ұ
ൠ市で全ࠃ � ҐのධՁをडけࢭめつつ、՝をೝࣝし、つくばだから
こͦできることをߟえていく。例えば、ୀ৬金のインターネοトථ
に関して、このථのためだけにつくばにҠॅしたいという声もあ
り、νϟϨンジを続けるというのこういうことだとߟえている。今ճ、
。制؇和の߲でもධՁをडけて͓り、Ҿき続き力する所ଘであるن

Ԙ
㆗ㆈ㆟
ాɹঘ

ㆲ㆕㆗
ɹ議һ

ʢࢁ中ീࡦͷ会ʣ

ɹʮຊͷ市ಛੑධՁʯでͭ͘市͕̔Ґʹ！
ʢ࣭ʣ ެཱ༮ஓԂ ��Ԃͷ͏ちखೆɺ࡚ܪで �อҭを։࢝す
ΔこͱʹͳͬͨܦҢͱධՁを͏ɻ
ʢหʣ　経Ңとして、ެཱ༮ஓԂのԂ児の保ޢ者や༮ஓԂڭ་から
χーζがあったこと、༮児ڭ育・保育のແঈ化のӨڹによるެཱ༮ஓ
ԂのೖԂ児のݮগを౿まえ、ߦࢼతに։࢝した。ධՁについて、
３年保育を実ࢪした֤༮ஓԂから、ूஂ生活をૣくから経験すること
で、辺自ཱがૣくなった、૾力が๛かになった、健߁తになり༮
ஓԂのग़੮率が高くなったなͲの報告をडけている。ڭ育ہでも、ఆ
һ֬保に関しҰఆの成Ռがあったとߟえている。
ʢ࣭ʣ �อҭ։࢝લʹอͨͬߦʹऀޢアϯέʔτ݁Ռでは���͕
�อҭをΜで͍ͨɻࠓ後ͷ �อҭͷ֦ॆ͏͍ͯͭʹ౼ݕɻ
ʢหʣ 今後３年保育を経験した子Ͳもたちがग़てくるため、ͦの保
をしていき౼ݕ者を対にしたアンケートを取るなͲし、改めてのޢ
たいとߟえている。
ʢ࣭ʣ อҭೝఆ͕ड͚らΕͳ͍อऀޢଟ͘ɺਫށ市໌ੴ市ͷよ
͏ʹ༮ஓԂܕೝఆこͲԂʹ࠶編すΔಈ͖͋Δɻࠓճͷֶ۠৹議会
中でެཱ༮ஓԂͷ͋りํʹ͍ͭͯݕ౼͍ͯͨ͠だ͖͍͕͍ͨか͕かɻ�
ʢหʣ 学۠৹議会で、༮ஓԂ۠ͦのものをͲうするか議しなけ
ればいけないと思う。ซͤて、市が中৺となり、こͲも部と࿈ܞしつつ、
今後ެཱ༮ஓԂをͲうしていくか議していきたい。

　この΄か、つくば市ιーϥーシェアリンάΨイυϥインの今後の運
用について࣭問した。

ʢͭ͘ɾ市ຽωοτϫʔΫʣ

ɹެཱ༮ஓԂͷ͋りํݕ౼を！

ڮ
ㆯ㆗㇂ㆨ
ຊɹՂ

㆐ㆂ㆓
ɹ議һখࢠ

ㆈ ㆮ
ɹହ

㇄㆙ㆲ㇍
ɹ議һ

͋͞ͷ�͑͘こɹ議һ
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第 183号　令和６年（2024年）12月１日 一般質問

（質問）　地域交流センターおよび類似の公共施設利用について、市民
の活動やコミュニティーづくり支援が望まれる。「公共施設インター
ネット予約システム」が使いづらく、システムにない施設もある。
改善への検討状況を伺う。
（答弁）　公共施設予約システムについては、課題や改善の要望などが
あることは認識をしている。デジタルガバメント推進方針のアクショ
ンプランにも、当該システムの見直しを施策として掲げており、具体
的には、令和５年７月に、システムを利用する関係各課の職員をメン
バーとしたワーキンググループを立ち上げ、現行システムの課題整理
や施設利用者および施設管理担当者へのアンケートを実施するととも
に、全国の自治体における導入実績などを踏まえ、より利用しやすい
公共施設予約システムの検討を進めている。

（質問）　利用者への対応について、新規配置職員の研修内容を伺う。
（答弁）　地域交流センターに配属される職員には、地域交流センター
の概要や現状、課題などを共有するため説明会を実施している。また、
相談業務に関する研修会を実施して、職員の能力向上に努めている。

（要望）　市民への情報提供や積極的な利用者への声かけ研修も行い、
相談および居場所機能の充実を要望する。地域交流センターになり 13
年経過した。役割や在り方を考える時期にあると指摘する。

　このほか、不登校支援策について質問した。

（つくば・市民ネットワーク）

　公共施設をもっと使いやすく！
（質問）　市の会計年度任用職員は、全職員の約 4～ 5割を占め、臨時
的な業務ではなく、定常的な業務の職員もいる。定常的に必要な職種
については、雇用の安定性の確保、男女の賃金格差の解消、また行政サー
ビス向上の点からも、正規職員として採用していくべきと考える。会
計年度任用職員の中で 3年を超えて同じ職種で雇用されている人数や
職種、および、定常的に必要な業務職種について来年度から正規採用
を増やしていく考えについて伺う。
（答弁）　会計年度任用職員の中で、3年を超えて同じ職種で雇用され
ている者の職種およびその人数については、事務補助員、特別支援教
育支援員、放課後指導員、担任保育士などの職種で多くの会計年度任
用職員が継続的に任用されている現状にあり、全体では 54職種 864
人である。定常的に必要な職種の募集については、各部署の意見を聴
取するとともに、継続的な業務か、正規職員で対応すべき業務内容か
などを加味しながら、総合的に判断し、採用計画を作成している。会
計年度任用職員の専門職種を正規職員にできない明確な規定などはな
いが、正規職員が担うべき業務は、期間や継続性のみでなく、内容や
責任の程度を踏まえて判断すべきと考える。なお、近年では保育士や
保健師などの専門職の採用を積極的に行っており、6年間で 63人増
加している。定常的に必要な職種における正規職員の採用を増やして
いくことについては、令和 7年度の中途採用以降の採用計画の中で検
討していく。
　このほか、公共施設へのエレベーターの設置、水道事業の福祉政策
について質問した。

木
きむら
村　清

きよたか
隆　議員

（つくば・市民ネットワーク）

　会計年度任用職員の正規採用を！

（質問）　帯状疱疹は、50歳代から発症率が高くなり、80歳までに３
人に１人が発症すると言われている。帯状疱疹の発症予防のためには、
ワクチンが有効とされ、費用が高額になることから接種を諦める高齢
者も少なくない。各地方自治体において、独自に公費助成を導入する
ケースが増え、令和 6年 8月時点で、全国 707 自治体、県内 15 自
治体で導入が進んでいる。帯状疱疹ワクチン予防接種助成の取り組み
について伺う。
（答弁）　帯状疱疹ワクチンについては、重症化予防の観点から、厚生
労働省の専門委員会において、定期接種に用いるワクチンとする方向
で審議されている。さらに、定期接種に向け、開始時期などの詳細に
ついて検討を進められている。市では、継続的に国の動向を注視して
おり、定期接種が決まり次第、速やかに接種費用を助成するとともに、
つくば市医師会と連携しながら、接種が実施できるよう準備していく。

（質問）　定期接種化された場合の周知の方向性について伺う。
（答弁）　定期接種が開始となった場合の周知方法については、接種希
望者全ての方に周知漏れがないよう、対象者全員の方に個別通知を行
うほか、帯状疱疹の予防の対策も含めて、市広報紙や市HPなどで広
く周知していく。

　このほか、国民健康保険の運営に関して、被保険者数の推移・今後
取り組む事業、農業支援対策に関して、地域計画作成・遊休農地対策
の取り組みについて質問した。

皆
みながわ
川　幸

ゆきえ
枝　議員

（公明党つくば）

　帯
たい

状
じょう

疱
ほう

疹
しん

ワクチンの予防接種について
（質問）　( 仮称 ) つくば市陸上競技場整備に関して、①整備計画の進捗
状況、②児童生徒や先生方に対する説明会、③旧上郷高校体育館に保
管されている防災備蓄品について伺う。
（答弁）　①（仮称）つくば市陸上競技場整備基本計画は順調に進んで
おり、令和６年６月に既存校舎などの解体設計業務に着手し、工事は
令和７年度に行う予定である。令和６年度から令和７年度にかけて行
う基本設計と実施設計については、公募型プロポーザル方式により８
月に事業者を選定し契約を行っている。令和８年度から令和９年度に
建設工事を行い、令和９年度末に供用を開始する予定である。②解体
工事に係る説明会は年度内に、建設工事に係る説明会は令和７年度内
に実施する予定である。説明会の際は、市広報紙や市HPでお知らせ
するとともに、周辺の学校や保育所などへ通う子どもの保護者にも周
知を図る。③旧上郷高校に保管されている防災備蓄品は、食料品、飲
料水、毛布、パーテーションテント、折り畳みベッド、携帯トイレや
生理用品などの衛生用品、ブルーシートなどである。これらは、陸上
競技場の整備に伴う体育館の解体時期に
別の場所に移す。最終的には、高エネ研
南側の防災拠点に整備される防災倉庫に
移すが、倉庫が完成するまでは民間事業
者の倉庫を賃借して保管する予定である。

　このほか、県道赤浜谷田部線 ( 県道 133号 ) バイパス整備、犬猫に
関する補助事業、旧豊里庁舎の利活用について質問した。

（清郷会）

　( 仮称 ) つくば市陸上競技場整備について
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ୈ ���߸ɹྩ̒ʢ����ʣ��݄̍Ұൠ࣭

ʢ࣭ʣ 市ͷֶߍはɺݐઃͨ͠Ҭɺෑͷܗঢ়ɺݐͷେ
͖͞ɺࣇಐੜె͞·͟·ʹҧ͍͕͋Δɻֶ֤ߍʹよΔ҆શରࡦ
͋Δͱ͕͏ࢥɺֶߍෑͷෆ৹ऀ৵ೖࢭରࡦʹ͍ͭͯɺᶃෆ৹
ऀͳͲをൃݟすΔͨΊͷମ੍ɺᶄ৵ೖ࣌ͷڭ৬һͱࣇಐੜె͕͏ߦର
Ԡɺᶅ৵ೖࢭର͏͍ͯͭʹࡦɻ�
ʢหʣ　ᶃ不৹者を発ݟする体制として、དྷ訪者のѲのため、൜
Χメϥをෳઃஔし、ঢ߱ޱなͲをৣࢪし、དྷ訪者のಈઢやग़ೖޱを
ఆしている。さらに、དྷ訪者にインターϗンのར用やདྷ訪記ݶ
の記ೖ、名ࡳのண用をٻめている。この΄か、ڭ৬һがٳみ時ؒな
Ͳに८ࢹをߦう中で、不৹者の༗ແを֬ೝしている。また、ܯなͲ
と࿈ܞし不৹者৵ೖをఆした܇࿅を実ࢪし、不৹者対Ԡৗにى
こりಘるというҙࣝを࣋てるようめている。ᶄ不৹者৵ೖ時、֤
学校のػة管ཧマχϡアルを基に対Ԡしている。ڭ৬һの声かけや児
童の報告で事ଶをѲし、ちに管ཧ৬に共༗し、不৹者৵ೖを校内
์ૹなͲで知らͤる。ڭ৬һマχϡアルにԊって҆全を֬保し、ܯ
によってگを図る。児童生徒֎にආし、ঢ়ܞなͲとਝに࿈
対ࢭやҜ子なͲでόリケーυをஙき、をकる。ᶅ৵ೖص内にࣨڭ
策について、൶やϑェンス、൜Χメϥをઃஔした。学校ࢪઃの
ঢ়で൶やϑェンスをઃஔできない߹、൜Χメϥをॏ点తにܗ
ઃஔした。また、さすまたもෳඋした。ؒٳなͲ、ܯඋ業
務をҕୗしている。
ʢཁʣɹ৵ೖෆ৹ߦಈݕػɺղੳػͳͲ͕͋Δ"* ൜Χϝϥ
ͷڀݚɺݕ౼を͓͍ئすΔɻͥͻண࣮ͳऔりΈɺࢧԉをཁすΔɻ

ʢࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒʣ

　খதֶߍͳͲڭҭࢪઃͷ҆શରࡦʹ͍ͭͯ
ʢ࣭ʣ ��݄ͷ市をࠨӈすΔ市ɾ市議会議һબڍʹΦϯデϚϯυ
ঘૣظ࣌ཧҕһ会͕ڍલ投ථをಋೖすΔͱ͍͏ͷはɺબظҠಈܕ
で͋Δͱશ会Ұகͷ൱ܾʹͳΔͷવかͱ͏ࢥɻ市ͱͯ͠ɺͦͷ
݁Ռをड͚ͯಋೖはݟૹΔͱ͍͏こͱはଥͳஅだͱ͏ࢥɻこͷ݁
Ռʹ͍ͭͯͷ市ͷলͱࠓ後ͷ改善ܭըʹ͍ͭͯ͏ɻ

ʢหʣ　これまでもબڍ管ཧҕһ会とڠ議をॏͶながら、令和̒年̍
݄にҰ部地域の実証、さらに݄̔に市内全域で実証をߦってきた。市
内全域での実証、ར用者のχーζがあることをしっかりと֬ೝした
とともに、運営面についても༧ఆしていた全ての地点にれることな
く౸ணし、ථも༧ఆͲ͓り実ࢪすることができた。また、令和̒年
݄̎̕のબڍ管ཧҕһ会で、この実証実験の報告書をઆ໌し全て
のٙ問に͓えした。これまでબڍ管ཧҕһ会のఏݴをडけ、ͦれに
対Ԡして՝をղܾしてきたとのೝࣝだが、ཧղをಘられなかったの
で今後もબڍ管ཧҕһ会とのコϛϡχケーシϣンを続けていくことが
ඞ要とߟえている。また、改善ܭըについて、طに体制ઃඋの面で、
実ࡍのબڍでの導ೖՄとなっている。今後も、ࠃ政બڍ、地ํબ
、にԠえられるようظけないਓのߦきたくてもߦにڍ問わͣ、બڍ
実ࢪにけてݕ౼調整を続けていきたいとߟえている。

　この΄か、ࡂ拠点のૣݐظઃにけてのࡏݱの進ḿঢ়گについて
࣭問した。

ʢࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒʣ

　ΦϯσϚϯυܕҠಈظ日લථಋೖظ࣌ঘૣʂ

ʢ࣭ʣ 59Ԋઢ։ൃ۠ͷਓޱをݟΔͱֶڀݚԂ۠ͷఆணは �
ׂを͑ɺ·ͨΈͲりͷ۠ �ׂʹഭΔ͍で͋Δɻࠓ後ਓ૿ޱ
をҡ࣋すΔͨΊʹはɺଟ༷ͳॅधཁʹԠ͑ΔͨΊͷํ͕ࡦඞཁͱײ
͍ͯ͡Δɻ市ͷݟղͱࠓ後ͷରԠʹ͍ͭͯ͏ɻ

ʢหʣ ଟ༷なॅध要にԠえるためのํ策について、市街化۠域
͓よͼ۠域指ఆの֦େなͲがある。市街化۠域の֦େについて、͓
͓むͶ �� 年後のਓݟޱ௨しや市街化۠域内の低ະར用地のঢ়گなͲ
を基にݕ౼することになる。59、ࡏݱ Ԋઢ։発５地۠のうち̎地۠
で地۠ը整ཧ事業がߦࢪ中であることから、これらの地۠で市街地
、市街地֦େの༧ఆないがܥ成を図ることが༏ઌとなるため、ॅܗ
今後、地ར用のಈをࢹし、ඞ要にԠ͡てݕ౼をする。また、۠
域指ఆの֦େについて、ฏ成 �� 年
のߦࢪ時、59 Ԋઢ։発地۠のӨ
し、֘地۠から̍LNྀߟもڹ の
ൣғ指ఆ対֎としていた。ࡏݱ、
ᷤ地۠について、地ར用が進
んでいるため۠域指ఆ֦େのݕ౼を
。っているߦ

　この΄か、観光ߦ政について࣭問した。
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ɹॅधཁʹ͍ͭͯ
（࣭） ৽ܕίϩφϫΫνϯʹよΔ݈߁ඃͷՄੑ͕͋Δͱೝఆ͞
Εͨ݅はಉϫΫνϯछ։࢝લͷࣈをେ͖͍͑ͯ͘Δɻͭ͘
市༧छ݈߁ඃௐࠪҕһ会ͷ։࠵ɺٻɺೝఆঢ়گを͏ɻ

（ห）　新型コロナウイルスϫクνンछにる༧छ健߁ඃ調
ࠪҕһ会、令和３年度からࡏݱまでに̒ճ։࠵している。݅ٻ、
のとこΖࡏݱ 2� ݅である。ࠃの৹ࠪによるೝఆঢ়گ、݅ٻの
うち、健߁ඃがೝఆされた݅が �� ݅、ೝఆされなかった݅が
３݅、ఆちが̔݅となっている。な͓、݅ٻのうち３݅につ
いて、ࠃの進ୡを४උしている。

（࣭） ͭ͘市ではۙ·でʹࠃʹ ��݅を͍ͯ͠ٻΔͱͷこͱ
だ͕ɺਃʹ͍ͯͬࢸͳ͍をؚΊͨ૬ஊ݅はͲͷ͘ら͍かɻ

（ห）　新型コロナウイルスϫクνンにる༧छの健߁ඃٹ済
制度に関する૬ஊ݅について、݄̔までの݅で 7� ݅となって
いる。 　

（ཁ） खྉͷҰ෦ิॿɺҩྍؔػͱͷりऔりをߦすΔࢧԉ
を࢝Ί͍ͯΔ࣏ࣗମ͋Δɻͭ͘市ʹ͓͍ͯɺ͏Ұาدりఴͬ
ΊΔɻٻԉをࢧͨ

　この΄か、今後ճ෮すべき子Ͳもの健߁について࣭問した。

௩
ㆤㆉ㇂ㆨ
ຊɹ༸

㇈ㆄ㆘
ೋɹ議һ

ʢͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒʣ

ɹϫΫνϯʹよΔ݈߁ඃدʹりఴͬͨࢧԉを

ࠇ
ㆎ㇍ㆠ
ాɹ݈

㆐㇓㆙㆐
༞��議һখ

㆓ ㇂ ㇊ ㇄
୩��͞か��議һ

ʢͭ͘ɾ市ຽωοτϫʔΫʣ
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第 183号　令和６年（2024年）12月１日 一般質問・賛否一覧

（質問）　①体育館へのエアコンの導入について伺う。②体育館を誰も
が使いやすい施設にすべく、一部でクッション性のある床材を整備す
るなど、全国の車椅子スポーツの拠点として推進することについて市
長の見解を伺う。 

（答弁）　①体育館へのエアコン導入については、近年の酷暑による体
育館の温度上昇対策として喫緊の課題であると考えている。そのため、
スポーツ施設個別施設計画で定めた長寿命化改修工事の際に限らず、
部位修繕等の機会も活用し、順次空調設備の設置を進めていく。本年
度は、大穂体育館の空調設備導入に向けた設計を行っており、来年度
に設置工事を予定している。②車椅子スポーツの拠点となるような施
設を造ることは、誰１人取り残さないという市政と同じ方向性であり、
大変重要だと思っている。市でもパラスポーツをどう取り上げていく
かかなり議論してきた。パラスポーツ協会のような団体と連携しつつ
必要な施策を行いたい。現状、車椅子スポーツに特化した施設はないが、
市の全ての体育館で車椅子での利用を可能に
しており、ありがたいという声をいただくこ
ともある。今後、可能な限り設計された形で
のバリアフリー化を進め、ユニバーサルデザ
インの考え方をもって大規模改修の際などに
よりよい施設へ転換させていきたい。

（要望）　引き続き、エアコン導入を進めてほしい。

　このほか、市役所敷地内でのキッチンカーの出店について質問した。

　体育館へのエアコン導入を急いで！
（質問）　令和６年４月に「スポーツの普及および地域の振興を図り、
市民の心身の健全な発達と明るく豊かな地域社会の形成に寄与すると
ともに、つくば市小学校、中学校および義務教育学校における授業を
行うこと」 を目的にみどりのプールが供用開始された。土地購入費用
を含め約 35 億円かけて整備したみどりのプールは学校利用も含め市
民の皆様にとってより良いものにしていかなければならないと考える。
①学校利用について②一般利用について伺う。

（答弁）　①水泳授業については、１学級当たり１日３時間の授業を年
３回、年間９時間実施している。これは校内にプールが設置されてい
る市内学校と同程度の平均授業時間数である。授業内容についても、
校内にプールが設置されている市内学校と同様に、水に慣れる活動や
泳力に応じたグループごとの活動などを行っている。授業の実施時期
は、校内にプールが設置された学校ではおおむね６月下旬から７月中
旬である。みどりのプールでは年間を通じて水泳授業を実施すること
ができるため、夏季休業日を除く５月から 12 月までの期間に水泳の
授業を実施している。各学校の希望を考慮して実施計画を立てている。
②一般利用状況については、令和６年４月 27 日から８月 31 日まで
の期間で、18 歳未満の子どもが 9,447 人、18 歳以上 65 歳未満の大
人が１万 1,208 人、65 歳以上の高齢者が 2,386 人、障害者が 368 人、
合計２万 3,409 人の利用があった。

　このほか、公立幼稚園送迎バスの運行状況について質問した。

中
なかむら

村　重
し げ お

雄　議員
（つくば自民党・創生クラブ）

　みどりのプールについて

小
こ む ら

村　政
まさふみ

文　議員
（新緑会）

議案等番号

つくば自民党・創生クラブ 自民党政清クラブ つくば・
市民ネットワーク

公明党
つくば

日本共産党
つくば市議団 つ 緑 清 山 社
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の
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小
森
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さ
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皆
川
　
幸
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浜
中
　
勝
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小
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泰
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山
中
　
真
弓

橋
本
　
佳
子

川
久
保
　
皆
実

中
村
　
重
雄

木
村
　
清
隆

塩
田
　
尚

金
子
　
和
雄

認定第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

認定第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第 28号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第 33号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第 34号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

議案第 36号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 × ○ × ○ ○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

議案第 37号
※可否同数のため議長裁決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × × × × × × × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○

議案第 39号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

請願６第６号 × × × × × × － 欠 × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○

請願６第７号
※可否同数のため議長裁決 × × × × × × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × ×

　 
　 ※「○」は賛成、「×」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席、「除」は除斥。議長は可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わらない。
　 ※   会派名（議席番号順）　つ＝つくばチェンジチャレンジ　緑＝新緑会　清＝清郷会　山＝山中八策の会　社＝新社会党つくば
　 ※   議決日に欠席した議員　９月 12 日：宮本 達也 議員　金子 和雄 議員　久保谷 孝夫 議員　10 月１日：久保谷 孝夫 議員
　　　　　　　　　　　　　　 10 月４日：久保谷 孝夫 議員

令和６年第１回定例会９月定例会議議員賛否一覧
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ୈ ���߸ɹྩ̒ʢ����ʣ��݄̍議ܾ݁Ռ

ใɹࠂɹҊɹ݅

ʲ報告ୈ 2� ߸ 　r令和５年度つくば市Ұൠ会ܧܭ続費ਫ਼ࢉについて

ʲ報告ୈ 22 ߸ 　r令和５年度つくば市ࠃຽ健߁保ݥಛ別会ܧܭ続費ਫ਼ࢉについて

ʲ報告ୈ 2� ߸ 　r令和５年度つくば市水道事業会ܧܭ続費ਫ਼ࢉについて

ʲ報告ୈ 2� ߸ 　r令和５年度つくば市下水道事業会ܧܭ続費ਫ਼ࢉについて

ʲ報告ୈ 2� ߸ 　r令和５年度つくば市健全化அൺ率ٴͼࢿ金不ൺ率について

ʲ報告ୈ 2� ߸ 　rެӹ財ஂ๏ਓつくばจ化ৼڵ財ஂの経営ঢ়گをઆ໌する書ྨについて

ʲ報告ୈ 27 ߸ 　rҰൠ財ஂ๏ਓつくば市ڠྲྀަࡍࠃ会の経営ঢ়گをઆ໌する書ྨについ
　　　　　　　  て

ʲ報告ୈ 2� ߸ 　rઐܾॲ分事߲の報告について

ʲ報告ୈ 2� ߸ 　rઐܾॲ分事߲の報告について

ʲ報告ୈ �� ߸ 　rઐܾॲ分事߲の報告について

ʲ報告ୈ �� ߸ 　rઐܾॲ分事߲の報告について

ʲ報告ୈ �2 ߸ 　rઐܾॲ分事߲の報告について

ʲ報告ୈ �� ߸ 　rઐܾॲ分事߲の報告について

ʲ報告ୈ �� ߸ 　rઐܾॲ分事߲の報告について

Ҋɹ݅ɹ໊ 議ܾ݁Ռ

ʲೝఆୈ̍߸ 　r令和５年度つくば市Ұൠ会ࡀܭೖࡀग़ܾࢉೝఆについて ೝɹఆ

ʲೝఆୈ̎߸ 　r令和５年度つくば市ࠃຽ健߁保ݥಛ別会ࡀܭೖࡀग़ܾࢉೝ
　　　　　　　ఆについて ೝɹఆ

ʲೝఆୈ３߸ 　r令和５年度つくば市後ظ高齢者ҩྍಛ別会ࡀܭೖࡀग़ܾࢉ
　　　　　　　ೝఆについて ೝɹఆ

ʲೝఆୈ４߸ 　r令和５年度つくば市࡞Ԭ財産۠ಛ別会ࡀܭೖࡀग़ܾࢉೝఆ
　　　　　　　について ೝɹఆ

ʲೝఆୈ５߸ 　r令和５年度つくば市等ެฏҕһ会ಛ別会ࡀܭೖࡀग़ܾࢉೝ
　　　　　　　ఆについて ೝɹఆ

ʲೝఆୈ̒߸ 　r令和５年度つくば市հޢ保ݥ事業ಛ別会ࡀܭೖࡀग़ܾࢉೝ
　　　　　　　ఆについて ೝɹఆ

ʲೝఆୈ̓߸ 　r令和５年度つくば市下水道事業会ࢉܾܭೝఆについて ೝɹఆ

ʲ議Ҋୈ 27 ߸ 　r令和５年度つくば市水道事業会ܭະॲ分རӹ༨金ॲ分ٴ
　　　　　　　　ͼܾࢉೝఆについて

ҊՄܾݪ
͓よͼೝఆ

ʲ議Ҋୈ 2� ߸ 　r令和̒年度つくば市Ұൠ会ܭ補正༧ࢉ（ୈ３߸） ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ 2� ߸ 　r令和̒年度つくば市ࠃຽ健߁保ݥಛ別会ܭ補正༧ࢉ（ୈ̎
　　　　　　　　߸） ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　r令和̒年度つくば市後ظ高齢者ҩྍಛ別会ܭ補正༧ࢉ（ୈ
　　　　　　　　̍߸） ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　r令和̒年度つくば市հޢ保ݥ事業ಛ別会ܭ補正༧ࢉ（ୈ̍
　　　　　　　　߸） ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �2 ߸ 　r令和̒年度つくば市水道事業会ܭ補正༧ࢉ（ୈ̍߸） ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　rつくば市ཱ児童館ٴͼつくば市ཱ์՝後児童ࣨ条例のҰ部
　　　　　　　　を改正する条例について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸  r つくば市ࠃຽ健߁保ݥ条例のҰ部を改正する条例について ҊՄܾݪ

Ҋɹ݅ɹ໊ 議ܾ݁Ռ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　rつくば市市営ॅ条例のҰ部を改正する条例について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　rつくば市水道څ水条例のҰ部を改正する条例について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �7 ߸ 　rつくば市のڅྉのಛ例に関する条例について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　rつくば市マンシϣン管ཧܭըೝఆ等खྉ条例について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　rἚે੫ݖ࠴管ཧنߏػの変更について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　r市道࿏ઢのೝఆについて ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　r市道࿏ઢの変更について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �2 ߸ 　r財産の取ಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　r財産の取ಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　r財産の取ಘについて ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　r工事ෛܖのక݁について ҊՄܾݪ

ʲ議Ҋୈ �� ߸ 　rつくば市ҩྍࢱ費支څ条例のҰ部を改正する条例につ
　　　　　　　　いて ҊՄܾݪ

ʲࢾ問ୈ̍߸ 　rਓݖ༴ޢҕһީ補者の推નについて ద

ʲ議ୈ̍߸議Ҋ 　rつくば市地ञ等によるסഋの推進に関する条例のҰ部を
　　　　　　　　改正する条例について ҊՄܾݪ

ҕɹһɹ会ɹఏɹग़ɹ議ɹҊ 議ܾ݁Ռ

ʲҕୈ �߸ٞҊ ɹrͭٞ͘ࢢձձٞنଇͷҰ෦Λվਖ਼͢Δنଇʹ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ͍ͭͯ ҊՄܾݪ

ʲҕୈ̑߸ٞҊ ɹrͭٞ͘ࢢձئྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫʹͭ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ͍ͯ ҊՄܾݪ

ɹɹɹئ 議ܾ݁Ռ

ʲ̒ئୈ３߸ 　rӷݮগ 	 ࿙ग़ 
 症ҩྍ改善をٻめるҙݟ書をٴࠃ
　　　　　　　　ͼἚݝにఏग़することをٻめるئ書 ɹ࠾

ʲ̒ئୈ４߸ 　rڭ৬һఆ改善とٛ務ڭ育費ݿࠃෛ୲制度࣋ݎのための
　　　　　　　　政༧ࢉにるҙݟ書࠾をٻめるئ ɹ࠾

ʲ̒ئୈ̒߸ 　r্ԣ保育所のݐてସえを୩ా部ிࣷ地に、高ݪݟ保
　　　　　　　　育所とࢁ保育所の౷߹保育所高࡚༮ஓԂ地にݐて
　　　　　　　　ସえをٻめるئ書

ෆ࠾

ʲ̒ئୈ̓߸ 　rつくば市のڅྉのಛ例に関する条例（Ҋ）についての
　　　　　　　　ئ書 ෆ࠾

ҙɹݟɹॻ ܾٞ݁Ռ

ҙݟॻҊୈ �߸ɹӷݮগʢ࿙ग़ʣͷҩྍվળΛٻΊΔҙ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ ݟॻ ҊՄܾݪ

ҙݟॻҊୈ �߸ɹڭ৬һఆվળٴͼٛڭҭඅݿࠃෛ୲੍࣋ݎ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ ॻݟΔҙʹ ҊՄܾݪ

令和６年第１ճఆྫձ̕月ఆྫձٞٞҊܾٞ݁ՌҰཡ

広 報 広 聴 ҕ һ
ҕ  һ   খଜ　政จ ҕ　　һ ٷ中　ਅࢁ

෭ҕһ ٱ保　皆実 ҕ　　һ খ森୩　さやか

ҕ　　һ ຊ　ୡٶ ҕ　　һ ਆ୩　େଂ

ҕ　　һ ଜ　子 ҕ　　һ খٱ保　࢙و

ʓ ຊ会議（ఆ例会議・ٸۓ会議）の։࠵時ؒ生中
。をごཡいただけますܧ 　

ʓ ຊ会議やҕһ会なͲの、֤։࠵の３後（ٳ
をআく）Ҏ߱からըө૾をࢹ聴することができま
す。

議会中ܧ
ը৴

৴ϖʔδ

議会ہ 議会૯務՝
ి　�2�-���-����（内ઢ ����・����）
'A9　�2�-���-7���

つくば市議会のຊ会議とҕһ会ެ։されて͓り、
୭でも聴することができます。
議会の聴にͥͻ͓ӽしください。


ௌ
ͷ
Ҋ


ʓ 発ݴ内容දࣔデΟスプϨイを
　 聴੮のӈଆલํにઃஔしています。

ʓ ख௨༁・要ච記をごرのํ
　 聴༧ఆの̓લまでに議会ہ
　 ͓ਃしࠐみください。

ௌͷ͝Ҋ

聴についてのご૬ஊ議会ہにご࿈བྷください。

˞Ҏ下のئ৹ࠪをܧ続することになりました。
ʲ̒ئୈ５߸  r つくば市生活保ޢ業務のద正化をٻめるئ書

ҙݟॻɾ
ܾ議Ұཡ

議Ҋͷ৹議
ঢ়گͱ
ܾٞ݁Ռ

ئ
Ұཡ

রࢀは23ίʔυࡉৄ
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第 183号　令和 �年（2024年）12月１日 ༧ࢉܾࢉҕһձ৹ࠪ
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教
育
අ


ใ
教
育
ৼ
ڵ
に

ཁ
す
る
経
අ
に
関
し
て
、
Ϧ
ー
σ
ỹ

ϯ
ά
%
9
ス
ク
ー
ル
ࣄ
ۀ
に
͓
い
て

ࠃ
か
ら
の
ࣄ
ۀ
委
託
金
を
Կ
に
׆
用

し
た
の
か

　
　
　

各
ֶ
ߍ
で
実
ફ
し
て
い
た
औ

り

Έ
を
実
ફ
ࣄ
例
ू
と
し
て
各
ֶ

ߍ
に


す
る
た
め
に
׆
༻
し
た
。

　
　
　

࣮
ફ
ࣄ
例
ू
の
具
ମ
త
な


༰
に
つ
い
て

　
　
　

I
C
5
ػ
ث
を
׆
༻
し
た
त

ۀ
実
ફ
を
ࣄ
例
ू
と
し
て
ま
と
め
て

い
る
。
例
͑
ば
、
ӳ
会

を
す
る
ࡍ

に
ࢠ
Ͳ
も
ಉ
࢜
で
は
な
く
A
I
と
会


し
、
ྟ
ػ
応
ม
に
A
I
が
対
応
し

て
く
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
上
ख
く
会


を
す
る
た
め
に
は
Ͳ
う
し
た
ら
い

い
の
か
、
さ
ら
に
ֶ
び
を
ॆ
実
さ
せ

る
た
め
に
ੜ
成
A
I
を

う
に
は
Ͳ

う
し
た
ら
い
い
か
を
ݚ
ڀ
し
た
ࣄ
例

が
あ
る
。

　
　
　

教
育
අ

ֶ
ߍ
教
育
׆
ಈ
ࢧ

ԉ
ɾ
ॿ

に
ཁ
す
る
経
අ
に
関
し
て
、

地
Ҭ
と
の
࿈
ܞ
に
よ
る
ֶ
ߍ
の

ࡂ

ྗ
ڧ
化
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
の
補
ॿ
金
͓
よ
ͼ


ࡂ
ख
ா
࡞

の
ৄ
ࡉ
、
地
Ҭ
と
の

࿈
ܞ
に
対
す
る
ߟ
え
に
つ
い
て

質
疑


ห

質
疑

　
　
　
ֶ
Ԃ
୯
位
で
ফ


අ
̍
ສ

ԁ
、
ߨ
ࢣ
ँ
ྱ
̑
ઍ
ԁ
の
ิ
ॿ
を
行
っ

て
い
る
。

ࡂ
ख
ா
に
つ
い
て
は
શ

ମ
で
��
ສ
ԁ
の
予
算
を
ผ
్
֬
อ
し

て
お
り
、
ر
望
ௐ
査
を
基
に
作

を

ਐ
め
て
い
る
。
ྩ

９
年
度
ま
で
に

શ
て
の
ֶ
ߍ
で
作

で
き
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
ࢠ
Ͳ
も
た
ͪ
も
つ
く

ば
ε
λ
イ
ル
科
の
त
ۀ
で
ࣗ
ॿ

共

ॿ
に
つ
い
て
ֶ
Μ
で
い
る
の
で
、
実

ફ
に
向
け
て
と
い
う
こ
と
も
౿
ま
͑
、

今
後
も

Ҭ
と
の
࿈
ܞ
を
େ

に
し

な
が
ら
ֶ
ߍ
を
中
৺
と
し
た

ࡂ
ྗ

ڧ
Խ
を
ਐ
め
て
い
き
た
い
。

【
議
案
第
��
号
】
ྩ

６
年
度
つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
補
正
予
ࢉ
ớ
第
̏
号
Ờ

　
　
　

܁
ӽ
金
に
関
し
て
、
今
回
の

補
正
で
の
܁
ӽ
金
額
͓
よ
ͼ
ͦ
Ε
ら

の

用
ઌ
に
つ
い
て

　
　
　


ॳ
予
算
で
前
年
度
会
ܭ
܁

ӽ
ۚ
を
��
ԯ
ԁ
予
算
Խ
し
、
ࣄ
ۀ
の
ࡒ

ݯ
と
し
て
お
り
、
2�
ԯ
̔
̒
９
̔
ສ
ઍ

ԁ
を
૿
ֹ
ิ
ਖ਼
し
、
ิ
ਖ਼
後

ߴ
と

し
て
��
ԯ
̔
̒
９
̔
ສ
ઍ
ԁ
が
予
算

ֹ
で
あ
る
。
܁
ӽ
ۚ
の
૿
ֹ
ิ
ਖ਼
分

の

༁
は
、
一
ൠ
ࡒ
ݯ
の
ෆ

分
が

９
ԯ
̍
̓
̒
９
ສ
２
ઍ
ԁ
と
基
ۚ
の

積
立
ۚ
が
��
ԯ
̒
９
２
̔
ສ
９
ઍ
ԁ

で
あ
る
。
積
立
ۚ
の

༁
は
、
中
ɾࠜ

ۚ
ా


۠
小
ֶ
ߍ
の
৽
設
、
Έ
Ͳ

り
の
ೆ
小
ֶ
ߍ
ɾ
中
ֶ
ߍ
の
૿
設
ࣄ

ۀ
の
た
め
の
ֶ
ߍ
ڭ
ҭ
施
設

උ
基

ۚ
と
、
つ
く
ば
Χ
ϐ
Φ

メ
Ϟ
Ϧ
Ξ

ル
ϗ
ồ
ル

の
長
ण
໋
Խ

ࣄ
に
׆

༻
す
る
ެ
共
施
設

උ
基
ۚ
で
あ
る
。


ห

質
疑

質
疑


ห


ห

【
ೝ
定
第
̍
号
】
ྩ

̑
年
度
つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़
決
ࢉ
ೝ
定

に
つ
い
て

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

　
　
　
民
生
අ

ࡏ

高
ྸ
ऀ
等
福

祉
ࣄ
ۀ
に
ཁ
す
る
経
අ
に
関
し
、
高

ྸ
ऀ
電
ಈ
Ξ
γ
ス
τ
ࣗ
స
ं
等
ߪ
ೖ

අ
補
ॿ
ࣄ
ۀ
の

༰
、
ߨ
श
会
の
ࢀ

Ճ
ঢ়
گ
͓
よ
ͼ
補
ॿ
金
の
ਃ
請
ঢ়
گ
、

ࣄ
ۀ
の
प

ํ
๏
に
つ
い
て

　
　
　

ަ
௨
҆
શ
ߨ
श
会
の
ड
ߨ
を

ඞ
ਢ
と
し
た
ิ
ॿ
ࣄ
ۀ
で
あ
り
、
ߨ

श
会
の
定
員
̑
̒
̌
ਓ
に
対
し
、
前

ظ
分
は
２
̌
̌
ਓ
の
定
員
を
΄
΅
ຬ

た
し
た
ঢ়
ଶ
だ
が
、
後
ظ
分
は
定
員

に
ୡ
し
な
か
っ
た
た
め
、
対

年
ྸ

の
Ҿ
き
Լ
げ
を
行
っ
た
。
ӡ
స
໔
ڐ

ূ
ฦ
ೲ
か
ら
̍
年
度
Ҏ

の
ਃ

は

ิ
ॿ
ֹ
上
ݶ
が
Ճ
算
さ
れ
る
。
今
年

度
の
ߨ
श
会
は
前
ظ
分
２
̔
̌
ਓ
の

定
員
中
、
ࢀ
Ճ
ऀ
は
̍
４
̌
ਓ
で
あ

り
、
ิ
ॿ
ۚ
の
ਃ

は
̍
̍
̔
݅
、

そ
の
う
ͪ
໔
ڐ
ฦ
ೲ
に
よ
る
Ճ
算
は

2�
݅
あ
っ
た
。
प

は
、
市
̝
̥
、


ใ
つ
く
ば
̑
月
߸

の
ܝ
ࡌ
、


ใ
つ
く
ば
９
月
߸
に
ં
り
ࠐ
Έ
の
Ψ

イ
υ
ϒ
ッ
ク

の
ܝ
ࡌ
、
民
ੜ
委
員

定
例
会
で
の
આ
໌
、
市

の
ࣗ
స
ं

ൢ
ച
ళ
で
の
ϙ
ε
λ
ồ
ܝ
示
を
行
っ

て
い
る
。

࣭
ٙ


ห

【
議
案
第
��
号
】
ྩ

６
年
度
つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
補
正
予
ࢉ
ớ
第
̏
号
Ờ

　
　
　

Ӵ
生
අ

ٳ

ۓ
ٸ
ҩ
ྍ
に

ཁ
す
る
経
අ
に
関
し
、
ٳ


ؒ
σ

δ
λ
ル
ٸ
ױ
η
ϯ
λ
ー
の
ৄ
ࡉ
に
つ

い
て

　
　
　

Ξ
ϓ
Ϧ
を
ར
༻
し
て
ҩ
ࢣ
に

よ
る
チ
Ỿ
ッ
ト
の
ҩ
ྍ
૬
ஊ
と
Φ
ン

ϥ
イ
ン

ྍ
が
ड
け
ら
れ
る
も
の
で
、

̌
ࡀ
か
ら
中
ֶ
̏
年
ੜ
を
対

と
し
、

小
ࣇ
ク
Ϧ
χ
ッ
ク
が
ด
ま
っ
て
い
る

࣌
ؒ
に
実
施
す
る
。
ҩ
ྍ
૬
ஊ
は
ແ

ྉ
で
、
平

は
��
࣌
か
ら
翌

９
࣌
、

ٳ

は
2�
࣌
ؒ
ར
༻
で
き
る
。
Φ
ン

ϥ
イ
ン

ྍ
に
つ
い
て
は
、
平

は

��
࣌
か
ら
22
࣌
、
ٳ

は
９
࣌
か
ら

22
࣌
ま
で
の
実
施
を
ߟ
͑
て
お
り
、

௨
ৗ
の

ྍ
ྉ
ۚ
は
か
か
る
が
、
小

ࣇ
マ
ル
福
を
ར
༻
す
る
場
߹
の
ࣗ
ݾ

ෛ
୲
は
̒
̌
̌
ԁ
で
あ
る
。
年

の

։
࢝
を
ߟ
͑
て
い
る
が
、
ҩ
ࢣ
会


ҩ
ྍ
ػ
ؔ
と
の
ڠ
ྗ
が
ඞ
要
な
た
め
、

։
࢝
࣌
ظ
が

れ
る
Մ

ੑ
も
あ
る
。

ま
た
、
Ξ
ϓ
Ϧ
上
で
P
D
'
な
Ͳ
に

よ
り
ॲ
ํ
ᝦ
を


で
き
る
た
め
、

ༀ
の
ॲ
ํ
も
Մ

で
あ
る
。

࣭
ٙ


ห

ձɹܭɹ໊ ɹɹೖࡀ ɹɹग़ࡀ
ʲೝఆୈ̍߸ʳ

一般会計
1,187 億 6,887 万 1,346 円

前年度比 0.1％増
1,126 億 9,316 万 5,240 円

前年度比 0.3％減

特別会計

ʲೝఆୈ̎߸ʳ
国民健康保険

192 億 2,276 万 3,846 円
前年度比 1.2％増

190 億 4,552 万 2,393 円
前年度比 2.5％増

ʲೝఆୈ̏߸ʳ
後期高齢者医療

26 億 2,884 万 3,340 円
前年度比 8.3％増

26 億 2,411 万 2,220 円
前年度比 10.2％増

ʲೝఆୈ̐߸ʳ
作岡財産区

10 万　51 円
前年度比 35.9％増

10 万　51 円
前年度比 96.6％増

ʲೝఆୈ̑߸ʳ
公平委員会

65 万 3,403 円
前年度比 2.8％減

41 万 8,979 円
前年度比 91.3％増

ʲೝఆୈ̒߸ʳ
介護保険事業

148 億 8,591 万 8,041 円
前年度比 1.7％増

144 億　13 万 5,207 円
前年度比 2.4％増

ʲೝఆୈ̓߸ʳ
下水道事業会計

収益的収入
および支出 109 億 6,643 万 4,184 円 103 億 5,221 万 8,696 円

資本的収入
および支出 33 億 3,957 万 8,275 円 54 億 7,955 万 1,368 円

ʲٞҊୈ ��߸ʳ
水道事業会計

収益的収入
および支出  62 億 8,604 万　746 円 52 億 5,637 万 1,072 円

資本的収入
および支出 18 億 8,527 万 4,303 円 31 億 9,693 万　193 円

９
月
定
例
会
議
で
付
ୗ
さ
れ
た

ิ
ਖ਼
予
算
な
Ͳ
に
Ճ
͑
、
ྩ

̑

年
度
一
ൠ
会
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
出
決
算
ೝ

定
な
Ͳ
を
審
査
す
る
た
め
、
予
算

決
算
委
員
会
お
よ
び
各
分
科
会
を

։
࠵
し
た
。

ྩ̑
ೝఆࢉܾ

議ҊなͲৄࡉ

ަ௨҆શߨश会ͷ༷ࢠ
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【
ೝ
定
第
̍
号
】
ྩ

̑
年
度
つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़
決
ࢉ
ೝ
定

に
つ
い
て

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

　
　
　

民
生
අ

ۭ
き
Ո
対
ࡦ
に
ཁ

す
る
経
අ
に
関
し
、
市
の
パ
ϯ
ϑ
Ϩ
ỽ

τ
ủ
つ
く
ば
市
ۭ
き
Ո
対
ࡦ
Ứ
の
発

ߦ
部

、


場
所
͓
よ
ͼ


ํ

๏
に
つ
い
て

　
　
　
ۭ
き
Ո
対
策

ࢠ
の
ྩ

̑

年
度
発
行
෦

は
２
̌
̌
̌
෦
で
あ

り
、
̔
月
に
市

の
ۭ
き
Ո
ॴ
༗
ऀ


９
̌
̌
ਓ


ࢠ
を
༣
ૹ
し
て
い

る
。
そ
の
΄
か
、
ॅ

政
策
課
૭
ޱ
、

ி
ࣷ
２
֊
の
お
く

Έ
૭
ޱ

各
૭

ޱ
η
ン
λ
ồ
で


し
て
い
る
。

【
議
案
第
��
号
】
ྩ

̑
年
度
つ
く

ば
市
水
道
ࣄ
ۀ
会
ܭ
ະ
ॲ
分
利
益
剰

余
金
ॲ
分
ٴ
ͼ
決
ࢉ
ೝ
定
に
つ
い
て

　
　
　
水
道
ະ
ී
ٴ
地
Ҭ
の
װ
ઢ


設

ࣄ
の
ਐ
ḿ

に
つ
い
て

　
　
　

ྩ

̑
年
度

࣌

で
の
ਫ

ಓ
ະ

උ

Ҭ

の
װ
ઢ


設


ࣄ
の
ਐ
ḿ

は
��
ɾ
̏
�
で
あ
り
、

ྩ

元
年
度
か
ら
��
年
ؒ
ܭ
ը
で
ਐ

め
て
い
る
と
こ
Ζ
ए
ׯ
の

れ
が
ੜ

͡
て
い
る
。
ཧ
༝
と
し
て
は
、
ࡐ
ྉ

අ

の
ߴ
ಅ
で
予
定

の

ࣄ
が
発


で
き
な
か
っ
た
こ
と

、
ڝ
߹


ࣄ
な
Ͳ
の
ௐ

に
よ
り
発

を
ઌ
ૹ

࣭
ٙ


ห

࣭
ٙ

り
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
今
後
の
װ

ઢ

උ
の
ܭ
ը
と
し
て
、
ྩ

̔
年

度
ま
で
に
٢
প

۠
、
ਅ


۠
及

び
ౡ
໊

۠
を

උ
し
、
ྩ

��
年

度

ま
で
に
作
Ԭ

۠
、
ੁ
ؒ

۠

及
び
୩
ా
෦

۠

の

උ
を
ਐ
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
ࢿ
金

高
が
ྩ

̑
年
度
予

定
よ
り

૿
Ճ
し
て
い
る
た
め
、
水

道
ະ

උ
地
Ҭ

の

ࣄ
を
前

し

で
ਐ
め
る
こ
と
の
可

ੑ
に
つ
い
て

　
　
　

ྩ

̑
年
度
決
算
で
現
ۚ
༬

ۚ

ߴ
が

22
ԯ
２
２
̏
̌
ສ
ԁ
と

ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ܦ
Ӧ
ઓ
ུ
に
お
け
る
ܭ
ը

よ
り
も
૿
Ճ
し
て
い
る
の
は
、
ݐ
設

վ
ྑ
ࣄ
ۀ
の
一
෦
が

ྃ
せ
ͣ
܁
ӽ

し
し
て
ࢧ

い
が
翌
年
度
と
な
り
、
ࢿ

ۚ
が
一
࣌
的
に

っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
܁
ӽ
し
と
な
っ
た
ओ

な
ࣄ
ۀ
は
、
中
ԝ

ਫ
場
の
ϙ
ン
ϓ

ߋ
৽

ࣄ

܅
ౡ

ਫ
場
の
ి
ؾ
ܭ


設
උ
ߋ
৽

ࣄ
な
Ͳ
で
ࣄ
ۀ
අ
を

߹
ܭ
す
る
と

̔
ԯ
４
ઍ
ສ
ԁ
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
ࣄ
ۀ
අ
の
ࢧ

い
に

ॆ
て
る
ࢿ
ۚ
を
আ
く
と
、
ࢿ
ۚ

ߴ

は

��
ԯ
ԁ
と
な
り
、
ະ

උ

Ҭ

の

ࣄ
を
前

し
で
き
る
ࢿ
ۚ
は
֬

อ
で
き
て
い
な
い
た
め
、
現
ঢ়
で
は


ࣄ
の
前

し
は
ߟ
͑
て
い
な
い
。

【
ೝ
定
第
̍
号
】
ྩ

̑
年
度
つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़
決
ࢉ
ೝ
定

に
つ
い
て

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

　
　
　
Ӵ
生
අ

管
࿏
༌
ૹ
ࢪ
設
の

管
理
に
ཁ
す
る
経
අ
に
関
し
て
、
ࣥ

ߦ

が

い
理
༝
に
つ
い
て

　
　
　

ޗ
࠺
２
ஸ
目
の
ஜ

େ
ֶ
৬

員
॓
ࣷ


の
ຒ
設

ఫ
ڈ
に
つ
い

て
、
予
算
を
ܭ
上
し
た
が
、
৬
員
॓

ࣷ
の
ݐ

解
ମ
ఫ
ڈ
と
ซ
せ
て
、
ஜ


େ
ֶ
が

ࣄ
શ
ମ
を
実
施
し
、
か

か
っ
た
අ
༻
の
う
ͪ
の
ຒ
設

ఫ
ڈ

分
を
つ
く
ば
市
が
ࢧ

う
ܗ
で
行
っ

た
た
め
、
අ
༻
を
େ
෯
に

ݮ
で
き

た
。
ຒ
設

ఫ
ڈ
の

ࣄ
が
ࡢ
年
度

�2
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、

̏
月
ิ
ਖ਼
に
よ
る
ݮ
ֹ
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
େ
き
な
ෆ
༻
ֹ
と
な
っ

た
。

　
　
　

࿑
ಇ
අ

ޏ
用
ଅ
ਐ
対
ࡦ
に

ཁ
す
る
経
අ
に
関
し
て
、
ࣥ
ߦ

が

མ
ͪ
た
理
༝
に
つ
い
て

　
　
　
ྩ

̑
年
９
月
に
ิ
ਖ਼
予
算

に
て
ܭ
上
し
た
உ
ੑ
ҭ
ࣇ
ٳ
ۀ
औ
ಘ


ྭ
ۚ
の
ަ
付
݅

が
見
ࠐ
Έ
よ
り

も
গ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
ࣥ
ߦ

を
上
げ
る
た
め
の
対

ࡦ
に
つ
い
て

࣭
ٙ

質
疑


ห

࣭
ٙ


ห


ห

　
　
　

現
ࡏ
は
、
ҭ
ࣇ
ٳ
ۀ
を
と
っ

た
உ
ੑ
࿑
ಇ
ऀ
が
つ
く
ば
市
民
で
あ

る
こ
と
を
本

ྭ
ۚ
の
要
݅
と
し
て

い
る
が
、
ࣄ
ۀ
ऀ
ࢧ
ԉ
の
؍

か
ら
、

市
֎
ࡏ
ॅ
の
உ
ੑ
࿑
ಇ
ऀ
が
ҭ
ࣇ
ٳ

ۀ
を
औ
ಘ
し
た
έ
ồ
ε
に
つ
い
て
も

対

と
す
る
ํ
向
で
ݕ
౼
を
し
て
お

り
、
今
後
制
度
に
反
映
し
て
い
き
た

い
と
ߟ
͑
て
い
る
。

　
　
地
Ҭ
の

ళ
や

ۀ
に
対
す

る
ࢧ
ԉ
な
ど
、
ಠ
ࣗ
の
ํ
ࡦ
を
ߦ
う

に
は
予
ࢉ
を
֦
ॆ
し
た
ํ
が
よ
い
Ố

よ
り
ࡉ
か
い
ಠ
ࣗ
の
ࢧ
ԉ
が
あ
る
と

よ
い
Ố

【
議
案
第
��
号
】
ྩ

６
年
度
つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
補
正
予
ࢉ
ớ
第
̏
号
Ờ

　
　
　


ྛ
水
産
ۀ
අ


ڥ
に
や

͞
し
い

ۀ
ਪ
ਐ
に
ཁ
す
る
経
අ
に

関
し
て
、
Φ
ー
Ψ
χ
ỽ
ク
ス
ς
ỽ
ϓ

Ξ
ỽ
ϓ
ࣄ
ۀ
補
ॿ
金
の

༰
に
つ
い

て
　
　
　

本
ิ
ॿ
ۚ
は
、
ݝ

で
の
༗

ػ

ۀ
の
औ
り

Έ
֦
େ
を
ࢧ
ԉ
す

る
ิ
ॿ
ۚ
で
あ
る
。
今
ճ
は
市

の


ۀ
ܦ
Ӧ
ମ
か
ら
ਃ

が
あ
り
、
༗

ػ
+
A
S
ߨ
श
会
の
ड
ߨ
に
要
す
る

අ
༻
と
༗
ػ
+
A
S
ೝ
ূ
අ
༻
に


る
ܦ
අ
に
つ
い
て

ݝ
か
ら

ใ
が
あ

り
、
ิ
ਖ਼
予
算
を

ܭ
上
し
て
い
る
。

ҙ
見

૭
ޱ
ෛ
୲
が
２
ഒ
に
な
る
な
Ͳ
、
େ

ม
ॏ
い
ෛ
୲
で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　

গ
ࢠ
ߴ
ྸ
Խ
が
ਐ
Έ
ඃ

อ
ݥ
ऀ
が
૿
Ճ
す
る
中
、
ެ
අ

現


ੈ

か
ら
の
ࢧ
ԉ
ۚ
の
΄
か
、
後

ظ
ߴ
ྸ
ऀ
の
อ
ݥ
ྉ
ෛ
୲
に
よ
っ
て

ద

な
ҩ
ྍ
の
څ
付
を
行
う
た
め
に

ඞ
要
な
ࡒ
ݯ
を
֬
อ
し
、
҆
定
し
た

制
度
が
ӡ
Ӧ
さ
れ
て
い
る
と
ߟ
͑
る
。

Ҏ
上
の
こ
と
か
ら
、
後
ظ
ߴ
ྸ
ऀ
ҩ

ྍ
特
ผ
会
ܭ
は
ద
ਖ਼
に
ࣥ
行
さ
れ
て

い
る
と
ೝ
め
ら
れ
、
ࢍ
成
す
る
。

【
ೝ
定
第
̒
号
】
ྩ

̑
年
度
つ
く

ば
市
հ
ޢ
保
ݥ
ࣄ
ۀ
ಛ
ผ
会
ܭ
ࡀ
ೖ

ࡀ
ग़
決
ࢉ
ೝ
定
に
つ
い
て

　
　
　

��

▼
審
査
結
果
＝
ೝ
定
す
べ
き

　
　
　
　

　
　
　
　
　

ୈ
̔
ظ
ߴ
ྸ
ऀ
福
祉
ܭ

ը
の
中
で
հ
ޢ
อ
ݥ
ࣄ
ۀ
の
見

し

が
あ
り
、
ྩ

４
年
度
は
基
ۚ
を
औ

่
し
、
อ
ݥ
ྉ
の

上
げ
を

͑
た

こ
と
は
ධ
Ձ
す
る
。
し
か
し
、
お
Ή

つ
݊
の
ิ
ॿ
に
対
し
て
ಠ
ࣗ
の
ิ
ॿ

対

ऀ
の
֦
ॆ
を
ഇ
ࢭ
し
、
多
く
の

ߴ
ྸ
ऀ
が
֎
さ
れ
た
こ
と
で
反
対
を

し
て
き
た
た
め
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　

શ
ࠃ
的
に
ߴ
ྸ
ऀ
ਓ
ޱ

の
૿
Ճ
が
ଓ
き
、
հ
ޢ
サ
ồ
Ϗ
ε
の

ध
要
は
さ
ら
に
ߴ
ま
る
と
見
ࠐ
ま
れ
、


Ҭ
શ
ମ
で
ߴ
ྸ
ऀ
を
見
क
り
、
ࢧ

ԉ
す
る
ମ
制
の
ڧ
Խ
が
ॏ
要
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
ࠃ
、
ݝ
な
Ͳ
の
ަ
付
ۚ

の
׆
༻

ద

な
อ
ݥ
ྉ
ऩ
ೖ
に
よ

り
ࡒ
ݯ
を
֬
อ
し
、
҆
定
的
に
ӡ
Ӧ

さ
れ
て
い
る
と
ߟ
͑
、
ࢍ
成
す
る
。

【
ೝ
定
第
̍
号
】
ྩ

̑
年
度
つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़
決
ࢉ
ೝ
定

に
つ
い
て

���　
　

��

▼
審
査
結
果
＝
ೝ
定
す
べ
き

　
　
　
　
　

年
度

に
ू
め
た

ํ

ࡒ
ݯ
は
年
度

に
市
民
に
ؐ
元
す
る

の
が
ݪ
ଇ
で
あ
る
。

༨
ۚ
が
��
ԯ

ԁ
も
あ
っ
た
が
、
શ
て
基
ۚ
に
積
Έ

૿
し
た
。
੫
ऩ
が
૿
͑
て
い
る
つ
く

ば
市
に
ஷ

は
ඞ
要
な
く
、
こ
の


༨
ۚ
で
څ
৯
අ
ແ
ঈ
Խ
が
実
施
Մ


と
ߟ
͑
る
。
ま
だ
市
民
χ
ồ
ζ
に
応

͑
る
予
算

Έ
で
は
な
く
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

つ
く
ば
市
ະ
དྷ
ߏ

で

ܝ
げ
る
࣋
ଓ
Մ


市
の
実
現
の
た

め
、
ඞ
要
な
施
策
を
ண
実
か
つ
ޮ


的
に
実
施
し
て
き
た
と
ೝ
め
ら
れ
る
。

ࡒ
政
ௐ

基
ۚ
の
׆
༻
に
つ
い
て
は
、

๏
ਓ
市
民
੫
の
ݮ
ऩ

の
対
応
な
Ͳ

に
ޮ
Ռ
的
に

༻
し
つ
つ
、
݈
શ
な

ࡒ
政
ӡ
Ӧ
を
࣋
ଓ
す
る
た
め
の

ߴ

を
ҡ
࣋
し
て
い
る
と
ධ
Ձ
で
き
る
。

多
様
な
χ
ồ
ζ
に
積
極
的
に
対
応
し

た
も
の
と
ߟ
͑
、
ࢍ
成
す
る
。

【
ೝ
定
第
̏
号
】
ྩ

̑
年
度
つ
く

ば
市
ޙ
ظ
高
ྸ
ऀ
ҩ
ྍ
ಛ
ผ
会
ܭ
ࡀ

ೖ
ࡀ
ग़
決
ࢉ
ೝ
定
に
つ
い
て

　
　
　

��

▼
審
査
結
果
＝
ೝ
定
す
べ
き

　
　
　
　
　

7�
ࡀ
Ҏ
上
の
ߴ
ྸ
ऀ
を


り

し
た
後
ظ
ߴ
ྸ
ऀ
ҩ
ྍ
制
度

は
ࠩ
ผ
ҩ
ྍ
だ
と
反
対
し
て
き
た
。

反
対
討
論

ࢍ
成
౼


反
対
討
論

ࢍ
成
౼



ห


ห

反
対
討
論

ࢍ
成
౼


࣭
ٙ


ห

࣭
ٙ

市
ຽ
ܦ
ࡁ

Պ
会


市
ݐ
ઃ

Պ
会

予
算
決
算
委
員
会
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-
&
%
化
に
よ
っ
て
ど
の
程

度
の
電
気
料
の
削
減
に
な
る
か

　
　
　

ి
ؾ
ྉ
ࣗ
ମ
は
、
お
よ
そ
̏

分
の
̍
ఔ
度
に
な
る
と

定
し
て
い

る
。
֬
か
な

ࣈ
は
な
い
が
、
一
定

Ҏ
上
の
ޮ
Ռ
は
あ
る
と
ߟ
͑
て
い
る
。

【
議
案
第
��
号
】
つ
く
ば
市
水
道
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　
　

��

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
前
回
の
水
道
料
金
値
上
げ
以

降
の
各
年
度
の
剰
余
金
額
に
つ
い
て

　
　
　


༨
ۚ
ֹ
の
ਪ
Ҡ
は
平
成

��
年
度

2�
ԯ
̒
ઍ
ສ
ԁ
、
ྩ

元

年
度

��
ԯ
̏
ઍ
ສ
ԁ
、
ྩ

２
年

度

��
ԯ
９
ઍ
ສ
ԁ
、
ྩ

̏
年
度


��
ԯ
̔
ઍ
ສ
ԁ
、
ྩ

４
年
度


��
ԯ
２
ઍ
ສ
ԁ
、
ྩ

̑
年
度


��
ԯ
̔
ઍ
ສ
ԁ
で
あ
る
。

　
　
　
上
下
水
道
審
議
会
で
今
回
の

料
金
改
定
に
関
し
起
債
の
こ
と
や
前

回
の
水
道
料
金
改
定
以
降
利
益
が
予

定
よ
り
発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
か

　
　
　

今
ճ
審
議
会
会
長
か
ら
も
そ

の
よ
う
な
意
見
も
含
め
て

上
げ
あ

り
き
で
は
な
い
ద
ਖ਼
な
ྉ
ۚ
の
た
め

の
審
議
会
を
実
施
し
て
い
く
と
の
意

向
が
あ
っ
た
。
ਫ
ಓ
ྉ
ۚ
の
ར
ӹ


も
ߟ
͑
て
審
議
い
た
だ
い
た
。

委
員
会
審
査

議案など
詳細

【
議
案
第
��
号
】
茨
城
租
税
債
権
管

理
機
構
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　

��

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

       

ど
の
く
ら
い
納
税
の
遅
延
が

あ
っ
た
場
合
に
茨
城
租
税
債
権
管
理

機
構
に
税
の
徴
収
を
委
託
す
る
の
か

　
　
　

現
年
度
中
に
ಜ
ଅ

࠵
ࠂ
を

行
っ
て
も
ऩ
ೲ
さ
れ
な
か
っ
た

ೲ

܁
ӽ
分
を
Ҡ

し
て
い
る
。

　
　
　
今
回
の
規
約
の
変
更
に
至
っ

た
経
緯
に
つ
い
て

　
　
　
ࠃ
੫
で
あ
る

ྛ

ڥ
੫
は
、

ॅ
民
੫
と
一
ॹ
に
ො
課
徴
ऩ
す
る
と

๏

上
決
ま
っ
て
お
り
、
Ἒ

ે
੫

࠴
ݖ

ཧ
ػ
ߏ
が
市
と
߹
ಉ
で

ೲ


ཧ
を
す
る
と
Ἒ

ે
੫
࠴
ݖ

ཧ

ػ
ߏ
で
も
ࠃ
੫
を
ѻ
う
こ
と
に
な
る

た
め
今
ճ
の
ม
ߋ
に
ࢸ
っ
た
。

【
請
願
６
第
６
号
】
上
横
場
保
育
所

の
建
て
替
え
を
谷
田
部
庁
舎
跡
地
に
、

高
見
原
保
育
所
と
城
山
保
育
所
の
統

合
保
育
所
は
高
崎
幼
稚
園
跡
地
に
建

て
替
え
を
求
め
る
請
願
書

��

▼
審
査
結
果
＝
不
採
択
と
す
べ
き

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
谷
田
部
庁
舎
跡
地
と
高
崎
幼

稚
園
跡
地
を
候
補
地
か
ら
外
し
た
経

緯
に
つ
い
て

　
　
　

୩
ా
෦
ி
ࣷ


は
、
୩
ా

෦
小
ֶ
ߍ
の
վ
ங
を
࠷
༏
ઌ
に

Ҭ

に
ࢿ
す
る
ར
׆
༻
ํ
๏
を
ݕ
౼
し
て

お
り
、
ํ
策
決
定
ま
で
に
࣌
ؒ
を
要

す
る
た
め
、
上
ԣ
場
อ
ҭ
ॴ
の
Ҡ


ઌ
の
ީ
ิ

か
ら
֎
し
た
。
ߴ
࡚
༮

ஓ
Ԃ


は
、
ற
ं
場
֬
อ
が

し

い
こ
と

、
ܪ
࡚
ୈ
一
小
ֶ
ߍ
の
௨

ֶ
࿏
と
し
て
҆
શ
が
ݒ
೦
さ
れ
る
た

め
ར
༻
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
仮
に
公
立
保
育
所
と
し
て
建

て
替
え
る
場
合
、
請
願
項
目
に
あ
る

２
カ
所
は
用
地
と
し
て
適
切
で
は
な

い
と
い
う
判
断
を
し
た
の
か

　
　
　

民
ؒ
Ҡ

、
ެ
立
ӡ
Ӧ
に
ؔ

Θ
ら
ͣ
、
྆


は
ར
༻
し
な
い
ํ


で
あ
る
。

【
議
案
第
��
号
】
財
産
の
取
得
に
つ

い
て

　
　
　

��

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の

-
&
%
照
明
器
具
の
交
換
箇
所
は
ど

の
部
分
か

　
　
　

র
໌
だ
け
の
も
の
も
あ
れ
ば
、

র
໌
ث
۩
の
ࠜ
本
か
ら
す

て
ަ


す
る
も
の
も
あ
る
。
υ
ッ
ά
ϥ
ン
を

আ
き
、

ェ
ル
ネ
ε
ύ
ồ
ク
の



શ
て
を
-
&
D
Խ
す
る
も
の
で
あ
る
。

福
祉
保
健
委
員
会

市
民
経
済
委
員
会

質
疑


ห


ห


ห


ห


ห


ห

࣭
ٙ

࣭
ٙ

都
市
建
設
委
員
会

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑


ห


ห

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
��
߸
Ử
ͭ
͘

ࢢ

ͷ
څ

ྉ
ͷ
特
ྫ
に
関
す
る

ྫ
に
ͭ
͍
ͯ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ݪ
Ҋ
Մ
ܾ

　
　
　
　
　

提
案
理
由
と
し
て
、
市

長
の
２
期
目
の
退
職
金
支
給
額
に
市

民
評
価
を
反
映
す
る
た
め
、
市
長
の

任
期
満
了
日
に
お
け
る
給
料
額
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
で
の
市
民
評
価

の
結
果
に
応
じ
て
決
定
す
る
と
あ
る
。

第
２
条
で
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
評
価
を
行

う
こ
と
、
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ア
プ
リ
を
用
い
る
な
ど
と
さ
れ
て
い

る
。
公
平
性
な
ど
の
観
点
か
ら
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
な
い
方
が
市
役
所
や
各
窓
口
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
設
問
は
テ
ー
マ

ご
と
に
分
け
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
投
票

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
筑
波

研
究
学
園
都
市
は
最
先
端
科
学
の
研

究
を
行
う
地
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
投
票
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

の
実
証
実
験
の
意
味
合
い
も
あ
る
。

課
題
を
抽
出
し
、
よ
り
よ
い
形
に
す

る
こ
と
が
科
学
の
ま
ち
つ
く
ば
の
務

め
と
考
え
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
９
月
定
例
会

で
市
長
の
退
職
金
を
約
２
千
万
円
か

ら
22
円
に
減
額
す
る
条
例
案
が
可
決

あ
る
な
ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
子

ど
も
が
入
所
を
希
望
し
た
場
合
、
保

育
士
の
増
員
に
つ
な
が
る
た
め
に
民

間
保
育
所
で
は
断
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
公
立
保
育
所
で
は
人
員
を
増

員
し
入
所
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
立
保
育
所

は
保
育
の
質
や
方
針
を
市
の
付
属
機

関
や
議
会
な
ど
が
確
認
し
、
透
明
性

と
保
育
の
質
を
確
保
し
て
い
る
ほ
か
、

保
育
士
が
公
務
員
の
給
与
体
系
の
た

め
、
安
定
し
た
保
育
を
実
施
で
き
る
。

今
の
保
育
所
整
備
方
針
で
は
、
若
い

世
代
が
多
い
高
見
原
近
辺
に
公
立
保

育
所
が
な
く
な
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
現
在
の
整
備
方
針
を
見
直
し
、

谷
田
部
地
区
と
茎
崎
地
区
そ
れ
ぞ
れ

に
公
立
保
育
所
を
再
整
備
す
る
請
願

の
趣
旨
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
今
回
の
請
願
内
容
が
採

択
さ
れ
整
備
計
画
を
見
直
し
た
場
合
、

早
急
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

た
め
の
整
備
と
い
う
趣
旨
か
ら
逸
脱

す
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
谷
田

部
庁
舎
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
資
す
る
利
活
用
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
方
策
決
定
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
高
崎
幼
稚
園
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
つ
く
ば
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
で
も
指
摘
が
あ
っ
た
交
通
環

境
に
お
け
る
児
童
の
安
全
性
の
確
保

な
ど
の
懸
念
が
残
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
現
在
の
各
個
別
整
備
計
画
の

と
お
り
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
候
補

地
を
特
定
し
た
今
回
の
請
願
に
つ
い

て
は
反
対
す
る
。

さ
れ
た
。
初
当
選
時
に
掲
げ
た
退
職

金
を
１
期
ご
と
に
２
千
万
円
、
３
期

で
６
千
万
円
の
廃
止
の
公
約
は
、
１

期
目
は
実
現
し
た
が
、
そ
の
後
、
Ｈ

Ｐ
の
市
長
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
は

消
え
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
公
約
を
変

え
た
の
か
。
退
職
金
の
廃
止
と
金
額

を
市
民
の
評
価
で
決
め
る
と
い
う
考

え
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
15
歳

以
上
の
市
民
で
、
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
る
人
数
は
約
１
万
９
千
人
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
人
数
で
市
長
の
退

職
金
を
決
め
る
こ
と
は
公
平
で
な
い
。

ま
た
、
投
票
者
の
意
見
で
全
市
民
の

意
見
を
正
し
く
拾
え
て
い
る
か
も
定

か
で
な
い
。
実
施
す
る
な
ら
ば
結
果

に
投
票
率
を
乗
算
す
べ
き
で
あ
る
。

公
約
ど
お
り
に
退
職
金
は
も
ら
わ
な

い
だ
け
で
い
い
。
選
挙
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
い
う
意
見
も
多
く
あ
り
、
反

対
す
る
。

ừ

ئ
̒
ୈ
̒
߸
Ử
্
ԣ
場
อ
ҭ
ॴ
ͷ

ݐ
ͯ
ସ
͑
Λ
୩
ా
෦
ி
ࣷ


に
ỏ
ߴ

ݟ
ݪ
อ
ҭ
ॴ
ͱ

ࢁ
อ
ҭ
ॴ
ͷ
౷
߹
อ

ҭ
ॴ

ߴ
࡚
༮
ஓ
Ԃ


に
ݐ
ͯ
ସ
͑

Λ
ٻ
Ί
る

ئ
ॻ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ෆ
࠾


　
　
　
　
　

市
は
令
和
３
年
に
「
つ

く
ば
市
公
立
保
育
所
の
新
耐
震
基
準

を
満
た
さ
な
い
施
設
の
整
備
方
針
」

を
示
し
、
新
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な

い
９
施
設
の
う
ち
７
施
設
を
民
間
に

移
管
す
る
方
針
を
示
し
た
。
障
害
が

反
対
討
論

ࢍ
成
౼


議
案
等
審
議

議案など
詳細

反
対
討
論

ࢍ
成
౼




��

ୈ ���߸ɹྩ̒ʢ����ʣ��݄̍ಛผҕһ会中ؒใࠂ

筑
波
ࢁ
地
域
δ
Φ
パ
ー
Ϋ
は
、
平
成

2�
年
に
日
ຊ
δ
Φ
パ
ー
Ϋ
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
認
定
に


け
た
औ
り

Έ
が
行
わ
れ
、
令
和
２

年

に
再
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
̑
年

に
つ
く
ば
δ
Φ
ϛ
ỿ
ー
δ

ア
Ϝ
が
։
ؗ
し
ま
し
た
。

δ
Φ
パ
ー
Ϋ
ਪ
進
特
別
ҕ
員
会
は
、

த
֩
ڌ
点
施
設
や
ଞ
ࣗ
࣏
体
の
औ
り


Έ
に
つ
い
て
ڠ
議
や
研
म
、
現
地
ࢹ


を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
̑
年
９
月

に
は
「
筑
波
ࢁ
地
域
δ
Φ
パ
ー
Ϋ
த
֩

ڌ
点
施
設
に
関
す
る
提
ݴ
ॻ
」
を
市
長

に
提
出
し
、
対
応
を
確
認
し
た
と
こ
Ζ

で
す
。
ま
た
、
ശ
ࠜ
ொ
と
ҏ
౾
市
の
施

設
を
ࢹ

し
、
ల
示
や
施
設
整
備
、
ス

タ
ッ
フ
の
対
応
な
ど
を
ௐ
ࠪ
し
ま
し
た
。

྆
施
設
ڞ
に
体
験
ܕ
の
ల
示
が
多
く
、

実
ࡍ
に
৮
れ
る
こ
と
で
地
域
の
特

を

ײ
じ
ら
れ
、
ಉ
༷
の
औ
り

Έ
で
筑
波

ࢁ
地
域
δ
Φ
パ
ー
Ϋ
の
ັ
ྗ
も

が
る

と
ײ
じ
て
い
ま
す
。

認
定
当
初
に
ൃ

し
た
「
筑
波
ࢁ
地

域
δ
Φ
パ
ー
Ϋ
６
市
議
会
議
員
࿈
ໍ
ڠ

議
会
」
で
は
、
࿈
ܞ
し
て
δ
Φ
パ
ー
Ϋ

を
活
用
し
た
観
ޫ
ৼ
ڵ
や
࢈
ۀ
ৼ
ڵ
を

ਪ
進
し
て
い
ま
す
。
市
議
会
で
も
δ
Φ

パ
ー
Ϋ
ৼ
ڵ

の
見
ࣝ
を
ਂ
め
、
ௐ
ࠪ

研
究
を
ଓ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

最
終
処
分
場
に
関
す
る
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
施
設
調
査

　
　
　
　
　
　  

特
別
委
員
会

設置の必要性

施設の安全性

候補地の選定

特
別
委
員
会
中
間
報
告

特
別
ҕ
員
会
は
、
2
つ
以
上
の
ৗ
任
ҕ
員
会
に
ま
た
が
る
ࣄ
݅
ま
た
は
特
に
ॏ
要

な
ࣄ
݅
を
৹
ࠪ
・
ௐ
ࠪ
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
設
ஔ
さ
れ

ま
す
。
令
和
�
年
1�
月
�
日
に
�
特
別
ҕ
員
会
か
ら
த
間
ใ
ࠂ
が
さ
れ
ま
し
た
。

ॵͷରࡦ

ۭௐઃඋͷඋ

集会ආॴでͷར༻をఆ

中֩ڌࢪઃ

ମܕݧͷలࣔ

Ҭͷಛを͡ײΔ伊豆半島ジオパークミュージアム
「ジオリア」

தؒใࠂॻͪ͜Β

தؒใࠂॻͪ͜Β

つ
く
ば
市
は
最
ऴ
ॲ
分
場
を
༗
し
て

お
ら
ͣ
、
民
間
ॲ
分
場
で
ຒ
め
立
て
や

再
資
ݯ
Խ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

令
和
３
年
5
月
に
ҕ
ୗ
し
て
い
た
民
間

ॲ
分
場
か
ら
年

内
に
ຒ
め
立
て
が
で

き
な
く
な
る
と
࿈
བྷ
が
あ
っ
た
た
め
、

受
け
入
れ
可

な
最
ऴ
ॲ
分
場
の
早
急

な
確
保
を
༨
ّ
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
�
ݝ
�
カ
所
の
民
間
ࣄ
ۀ
者
に

最
ऴ
ॲ
分
残
ᕓ
の
ൖ
入
と
２
ࣄ
ۀ
者
に

再
資
ݯ
Խ
の
た
め
の
ൖ
入
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
か
ら
の
ෆ
安
や
安
定
し
た

ద
正
ॲ
分
を
望
Ή

に
よ
り
、
つ
く
ば

市
最
ऴ
ॲ
分
場
の
ௐ
ࠪ
研
究
を
目
త
と

し
た
特
別
ҕ
員
会
が
令
和
5
年
�
月
に

設
ஔ
さ
れ
ま
し
た
。

�
回
の
ҕ
員
会
を
։
࠵
し
、
ࣥ
行
部

の
આ
明
を
受
け
て
ܦ
ա
や
現
ঢ়
を

Ѳ

し
、
ڠ
議
を
ॏ
Ͷ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

最
ऴ
ॲ
分
場
の
必
要
性
や
安
全
性
、
建

設
候
補
地
の
選
定
ܦ
Ң
や
整
備
֓
要
に

つ
い
て
、
Ӊ
都
ٶ
市
と
ਫ
ށ
市
の
施
設

を
ࢹ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
5
年


に
行
わ
れ
た
「
̑
つ
く
ば
市
最
ऴ
ॲ

分
方
๏
検
討
支
ԉ
ۀ
務
ҕ
ୗ
」
ࣄ
ۀ
に

つ
い
て
、
最
ऴ
ॲ
分
方
๏
の
ௐ
ࠪ
・
ൺ

ֱ
結
果
ใ
ࠂ
を
受
け
、
令
和
�
年
�
月

に
ใ
ࠂ
内
容
の
確
認
や
質
ٙ
、
意
見
交


が
行
わ
れ
ま
し
た
。

方

性
の
結

に
は
ࢸ
り
ま
ͤ
Μ
で

し
た
が
、
長
期
త
な
ࢹ
点
で
最
ऴ
ॲ
分

の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
性
や
ࣗ
区

内
ॲ
理
の
原
ଇ
を
ଚ
ॏ
す
る
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
現
行
ॲ
理
方
๏

を
ଚ
ॏ
し
つ
つ
、
長
期
త
に
最
ऴ
ॲ
分

場
の
必
要
性
や
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水戸市

宇都宮市

ス
ϙ
ー
π
施
設
ௐ
ࠪ
特
別
ҕ
員
会
は
、

ط
設
の
ス
ϙ
ー
π
施
設
に
関
す
る
ௐ
ࠪ

と
研
究
を
目
త
と
し
て
設
ஔ
さ
れ
ま
し

た
。
設
ஔ
以
߱
、
�
回
の
ҕ
員
会
を
։

࠵
し
、
୲
当
課
か
ら
市
内
施
設
の
ঢ়
گ

આ
明
を
受
け
質
ٙ
を
行
っ
た
ほ
か
、
市

内
施
設
を
現
地
ࢹ

し
ま
し
た
。
市
内

の
ス
ϙ
ー
π
施
設
は
、
市
合
ซ
以
લ
か

ら
の
ݹ
い
施
設
が
多
く
、
म
સ
や
ҡ
࣋

管
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、

ٺ
Խ

が
進
Μ
で
い
る
ঢ়
گ
で
、
特
に
最
近
の


ॵ

の
対
策
が
٤
ۓ
の
課
題
と
認
ࣝ

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、

ౡ
ݝ
い
わ
き
市
૯
合

体
育
ؗ
・

上
ڝ
ٕ
場
や
࡛
ۄ
ݝ
上
ඌ

市
民
体
育
ؗ
で
、
ۭ
ௐ
整
備
に
関
す
る

先
進
ࣄ
例
を
ࢹ

し
ま
し
た
。
公
ڞ
体

育
ؗ
や
学
ߍ
体
育
ؗ
は
、
ス
ϙ
ー
π
利

用
以
֎
に
も
ू
会
や
ࡂ
害
時
の
ආ

所

と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も

定
さ
れ

ま
す
。
ࡂ
害
は
ق
અ
を
問
わ
ͣ
ൃ
ੜ
す

る
可

性
が
あ
る
た
め
、
ආ

者
の
ੜ

活
環
境
の
վ
ળ
は
ॏ
要
な
課
題
で
あ
り
、

ࢹ

し
た
施
設
で
は
、
ૉ

ら
し
い
ۭ

ௐ
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
ϙ
ー
π
施
設
に
は
さ
ま
͟
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
ۭ
ௐ
設
備
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
体
育
ؗ
で
は
、

த


༧

の
た
め
に
ෛ
ՙ
の
େ
き
い
ス
ϙ
ー

π
や
ト
Ϩ
ー
χ
ン
ά
の
੍
ݶ
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ू

会
や
ආ

所
と
し
て
େ
人
数
が
ີ
ू
し

て
の
利
用
を
ؑ
Έ
、
市
民
の
要
望
を
ؚ

め
た
ۭ
ௐ
設
備
の
早
期
整
備
が
必
要
で

す
。
さ
ら
な
る
ௐ
ࠪ
研
究
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

いわき市

தؒใࠂॻͪ͜Β上尾市
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予

算

決

算

委
員
会

決
算
審
査
で
選
定
し
た
市
の
事
業
に
対
す
る
政
策
提
言
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
年
度
の
事
業
へ
つ
な
げ
ま
す
！

˔��͜Ε·Ͱʹબఆͨ͠ࢉܾ�˔˔��ۀࣄ৹͔ࠪΒ༧ࢉฤνΣοΫ·ͰͷྲྀΕ�˔

令和̑年ͷܾࢉ৹ࠪͷதͰ
Λચ͍ग़͠ݟର͢Δ՝ҙʹۀࣄͷࢢ

令和６年̕月

֤Պձ͝ͱʹٞ͠ڠ
༧ࢉܾࢉҕһձͰఏݴͷ·ͱΊ

ݴఏࢢ

令和̓年ͷ༧ࢉɾۀࣄʹ
ఏ͕ݴө͞Ε͍ͯΔ͔ΛνΣοΫʂ

令和̓年̏月

つ
く
ば
市
議
会
は
、
平
成
27
年
４

月
に
、
つ
く
ば
市
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
特
徴

の
一
つ
と
し
て
、
議
会
は
「
政
策
立

案
、
政
策
提
案
及
び
政
策
提
言
」
を

積
極
的
に
行
う
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
施
策
の

チ
ェ
ッ
ク
と
共
に
、
今
後
、
議
会
に

よ
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
、
市
議
会
に
設
置
し
た
の

が
、予
算
決
算
委
員
会
に
な
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
毎
年
９
月
議
会
に

お
い
て
前
年
度
の
決
算
を
審
査
し
、

翌
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
委
員
会
の
元
に
設

置
し
た
四
つ
の
分
科
会
で
「
提
言
」

を
作
成
し
て
、
市
長
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
市
か
ら
提
言
に
対

す
る
対
応
が
示
さ
れ
、
翌
年
の
２
月

定
例
会
議
に
お
い
て
、
各
分
科
会
で

提
言
に
対
す
る
対
応
を
含
め
た
予
算

審
査
を
行
い
、
決
算
か
ら
予
算
に
つ

な
げ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
「
政

策
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
政
策
サ
イ
ク
ル
」
を

し
っ
か
り
と
委
員
会
審
査
の
中
に
位

置
付
け
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
本
位

の
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
決
を
つ
く
ば
市
議
会
は
図
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
市
民
の
多
様
な
意
見
、

要
望
の
把
握
に
努
め
、
市
民
福
祉
の

向
上
と
市
政
の
発
展
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

予
算
決
算
委
員
長　
　
小
野

泰
宏

副
委
員
長　
　
木
村

清
隆

編 集後記

令和５年度　▶ 森林保全に要する経費
　令和４年度　▶ つくば市低炭素推進補助事業
　令和３年度　▶ 新型コロナウイルス感染症経済対策に要する経費
　　　　　　　▶ 新型コロナウイルス感染症対策観光支援に要する経費

Պձࡁܦຽࢢ

令和５年度　▶ 空き家対策事業　▶ 水道事業
　令和４年度　▶ シェアサイクル実証実験事業　▶ 周辺市街地活性化事業
　　　　　　　▶ 空き家対策補助事業
　令和３年度　▶ 地域拠点活力共創マネジメント事業
　　　　　　　▶ ごみ分別アプリ事業

ݐࢢઃՊձ

令和５年度　▶ 母子保健指導（あかちゃん訪問・  養育支援訪問・産後
　　　　　　　 ケア事業）に関する事業
　令和４年度　▶ 不登校児童生徒学習支援事業
　　　　　　　▶ 高齢者タクシー運賃助成事業
　令和３年度   ▶ 不登校児童生徒学習支援事業

ࢱอ݈Պձ（چ�จڭࢱՊձ）

令和５年度　▶ 魅力発信事業　▶ 図書館運営事業
　令和４年度　▶ 財政調整基金
　令和３年度　▶ SDGs 推進事業　▶ RPA、AI-OCR 等の活用による業務
 　　　　　  　 効率化推進事業　▶ 財政調整基金

૯จڭՊձ（چ�૯Պձ）

条例改正があり、令和４年度中に分科
会名と所管部が変更になっています。

メンバー一丸となって新しい挑戦を重ねた委員会でした。これからも新体制の広報広聴委員会の
活動にどうぞご期待ください！ありがとうございました。　広報広聴委員会一同

市議会だより改善アイデアを募集中です！投稿はこちらから！

下記 QR から改善アイ
デアをいただけた時が
すごく嬉しかったです

分かりやすい議会報告、
紙面づくりに今後も取り
組んでいきます！

改善すべきことがあ
りもっと皆さんの声
を頂きたく思います。

議会の取り組みをもっと
知ってもらえるよう工
夫していきたいです！

市議会だよりの改善、
新体制でさらに進め
ていきたいです！

もっと分かりやすく、
親しみのある議会を
創っていきます！

広報と広聴、別々に取り
組む他自治体議会もあり。
つくばでもやれたら !

議会での内容がわかり
やすい紙面工夫を続け
ていきます！




